
Ｐ15



2

財団管理･運営施設

Contents

http：//www.zaidan-hakodate.com

※本文中の敬称は略させて頂いております。また、催し物は主催者の都合により変更されることがありますので、ご了承ください。

kaikan@zaidan-hakodate.com
市民会館･････････････ ･･･☎57－3111

　57－3115
湯川町1－32－1

FAX

geijyutu@zaidan-hakodate.com
芸術ホール･･･････････ ･･･☎55－3521

　55－3586
五稜郭町37－8

FAX

ｔaiikukan@zaidan-hakodate.com
市民体育館･･･････････ ･･･☎57－3141

　57－3142
湯川町1－32－2

FAX

pool@zaidan-hakodate.com
市民プール･･･････････ ･･･☎52－7452

　52－7657
千代台町22－25

FAX

koukaido@zaidan-hakodate.com
旧函館区公会堂･･･････ ･･････☎22－1001

　22－8284
元町11－13

FAX

hoppominzoku@zaidan-hakodate.com
北方民族資料館･･･････ ･･････☎22－4128

　22－8874
末広町21－7

FAX

bungakukan@zaidan-hakodate.com
文　学　館･･･････････ ･･････☎22－9014

　22－9065
末広町22－5

FAX

hokuyo@zaidan-hakodate.com
北洋資料館･･･････････ ･･･☎55－3455

　55－3586
五稜郭町37－8

FAX

okugai@zaidan-hakodate.com
屋外スポーツ施設管理事務所･･ ･･･☎55－1900

　55－1117
千代台町22－24

FAX

soumu@zaidan-hakodate.com
財団事務局･･・････････ ･･･☎57－9734

　57－3115
湯川町1－32－1

FAX

ジョイフル！ ･････････････････････････････ P 1  

函館ゆかりの人物伝 ･･･････････････････････ P 2  

財団主催事業 ････････････････････････ P３・ 4・5  

生涯学習情報 ･･･････････････････････････ P 5      

トーク　トゥ　トーク ･････････････････････ P 6  

連載･海外コラム「フランス研究ノート」 ････ P 7  

北海道立函館美術館 ･･･････････････････････ P 8  

私記「私を育ててくれた函館の街」 ･････････ P 8  

市内ギャラリー ･･･････････････････････････ P 9  

市民会館大ホール案内 ･････････････････････ P 10

市民会館小ホール案内 ･････････････････････ P 11

芸術ホール･ギャラリー案内 ････････････････ P 12

七飯町文化センター情報 ･･･････････････････ P 13

北斗市総合文化センター情報 ･･･････････････ P 13

金森ホール案内 ･･･････････････････････････ P 14

函館山ロープウェイ／ＦＭいるか案内 ･･･････ P 14

市内文化情報 ･････････････････････････････ P 15

函館生活記･異国での日々 ･･････････････････ P 16

リレートーク ･････････････････････････････ P 16

スポーツコラム ･･･････････････････････････ P 17

ぼくのわたしの体験記 ･････････････････････ P 17

明日に羽ばたく若きアスリートたち ･････････ P 18

市内スポーツ情報 ･････････････････････････ P 18

文学館 ･･･････････････････････････････････ P 19

北方民族資料館 ･･･････････････････････････ P 19

市民プール ･･･････････････････････････････ P 19

市民体育館 ･･･････････････････････････････ P 19

市民体育館案内 ･･･････････････････････････ P 20

･千代台公園野球場････
（オーシャンスタジアム）

･･･☎53－3210
　31－7460

千代台町22－26
FAX

･市民スケート場･･････
（12月～2月）

･･････☎54－5233
　54－5616

金堀町10－8
FAX

･千代台公園陸上競技場･･ ･･･☎55－1900
　55－1117

千代台町22－24
FAX

･千代台公園庭球場･･･ ･･･☎31－6993千代台町27－2

http：//www.city.hakodate.hokkaido.jp/soumu/hensan/jimbutsu－ver1.0/index.htm

　

慶
応
３
年
、
南
部
野
辺
地
︵
現
・
青
森
県

野
辺
地
町
︶
の
裕
福
な
商
家
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。

　

明
治
25
年
頃
、
新
天
地
を
求
め
て
単
身

で
函
館
に
や
っ
て
来
て
、
ま
ず
ロ
シ
ア
語

を
学
ぶ
。
長
じ
て
加
藤
家
の
養
子
と
な
っ

た
が
、
間
も
な
く
田
中
姓
に
戻
り
名
前
を

滋
造
と
改
め
る
。加
藤
家
は
、
函
館
で
お
菓

子
製
造
業
を
営
み
、
金
平
糖
で
名
を
あ
げ

て
い
た
。

　

明
治
34
年
、良
吉
は
福
山
︵
現
・
松
前
町
︶

の
資
産
家
・
岩
田
久
蔵
︵
先
祖
は
漁
場
請

負
人
︶
の
協
力
を
得
て
、
買
漁
形
式
︵
当
時

は
日
本
に
露
領
漁
業
権
が
な
か
っ
た
た
め

ロ
シ
ア
の
漁
業
家
と
提
携
し
出
漁
し
て
い

た
︶
で
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
出
漁
す
る
。
船
は

帆
船
で
、
河
口
で
漁
労
し
た
。
魚
を
囲
み
、

多
人
数
で
網
引
き
綱
を
引
き
陸
地
に
引
き

寄
せ
て
漁
獲
す
る
地
曳
き
網
だ
っ
た
。

　

当
時
の
邦
人
出
漁
者
は
、
露
国
の
規
制

も
あ
っ
て
露
国
漁
業
家
は
邦
人
と
契
約
時

に
ロ
シ
ア
人
を
半
数
位
雇
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

　

良
吉
は
日
露
戦
争
中
、
軍
の
将
校
と
の

交
流
か
ら
ロ
シ
ア
語
通
訳
と
し
て
従
軍
し
、

樺
太
地
方
の
軍
用
道
路
間
削
に
従
う
。

　

大
正
時
代
、
北
千
島
の
占
守
島
の
古
関

川
や
幌
莚
島
南
島
部
の
南
四
岩
、
鯨
湾
な

ど
を
根
拠
地
と
し
て
タ
ラ
漁
業
に
従
事
し
、

そ
の
漁
場
は
約
１
０
０
ヶ
所
を
数
え
た
。

北
千
島
の
タ
ラ
漁
労
は
、
無
動
力
の
川
崎

船
で
あ
っ
た
が
、
良
吉
は
２
年
目
か
ら
８

ト
ン
級
の
発
動
機
船
で
出
漁
し
た
。
以
後
、

他
の
漁
業
家
も
こ
れ
に
な
ら
い
発
動
機
を

据
え
る
者
が
続
出
し
た
。

　

昭
和
に
な
っ
て
流
し
網
も
す
る
が
、
網

が
揚
げ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
サ
ケ
・
マ
ス
が

獲
れ
た
の
で
、
従
来
の
タ
ラ
漁
場
は
、
そ
の

後
西
出
孫
佐
衛
門
の
西
出
商
事
、
小
川
弥

吉
の
東
邦
商
事
、　

印
の
渡
辺
照
平
な
ど

に
何
カ
所
か
譲
る
。

　

大
正
５
年
、
官
庁
と
の
連
絡
機
関﹁
北
千

島
水
産
組
合
﹂
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
９
年
漁

業
の
進
展
か
ら
﹁
北
水
産
会
﹂
に
改
め
ら
れ

る
。
こ
の
時
の
会
長
は
、
坂
本
作
平
、
副
会

長
は
山
内
大
次
郎
、
評
議
員
５
人
、
特
別
議

員
３
人
、
議
員
19
人
、
委
員
７
人
、
組
合
員

２
４
８
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
良
吉

は
選
出
さ
れ
た
議
員
の
１
人
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
９
年
の
流
網
漁
業
の
許
可
船
数
は

２
０
０
０
隻
に
達
し
た
が
、
良
吉
は﹁
北
海

道
缶
詰
K
K
﹂に
も
原
料
を
供
給
し
た
。

　

北
千
島
漁
業
の
全
盛
時
、
各
漁
業
家
は

サ
ケ
・
マ
ス
を
青
森
の
根
津
兼
次
郞
の
缶

詰
工
場
に
運
ん
だ
。こ
の
工
場
は
、
荒
井
泰

之
進
︵
末
広
町
露
人
リ
ュ
ー
リ
商
会
の
缶

詰
工
場
主
任
︶
に
よ
っ
て
、
設
備
を
近
代
化

し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
製
品
ピ
ン

ク
サ
ー
モ
ン
缶
詰
は
、﹁
三
井
物
産
﹂
を
通

じ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
さ
れ
た
。

　

昭
和
13
年
、
北
千
島
の
流
網
漁
業
の
合

同
が
行
わ
れ
﹁
北
千
島
水
産
K
K
﹂
が
設
立

さ
れ
た
の
で
、
田
中
漁
業
部
も
必
然
的
に

同
社
に
株
主
と
し
て
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
32
年
、死
去
。
享
年
90
歳
。

写
真
・
参
考
資
料　

﹁
私
の
自
画
像
﹂田
中
誠
一
郎
著

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
誠
一
郎
・
紀
由
子
記
念
出

　
　
　
　
　
　
　
　

版﹁
あ
り
が
と
う
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

﹁
明
治
の
北
洋
漁
業
家
﹂
会
田
金
吾
著

取
材
協
力　
　
　
　

函
館
市
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

函
館
市
北
洋
資
料
館

南部野辺地から新天地を求めて函館にやってきた
北洋漁業の先駆者、田中良吉（滋造）

函館ゆかりの人物伝
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（１８６７～１９５７）

田中　良吉
た りょうきちなか

山

天
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■宮崎加奈古・菅原久仁義≪二人展≫～和の響き～

出　演　宮崎加奈古（箏、三絃、十七絃）、菅原久仁義（尺八）
曲　目　箏･尺八　沢井忠夫／上弦の曲
　　　　　　　　  吉松隆／水幻譜　
　　　　 尺八　 　杵屋正邦／流露
　　　　 唄･三絃　唯是震一／遠野　他
日　時　２月１１日㈫午後２時

会　場　函館市芸術ホール
料　金　一般２,０００円　学生１,０００円
　　　　中学生以下無料・要整理券（全席自由）
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
　　　　北海道新聞函館支社、HBC函館放送局
問合せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

２０１４
スプリング・コンサート   

菅原久仁義宮崎加奈古

　絵画、書、陶芸、彫刻など様々なジャンルの作品を展示
する市民美術展の出展者を募集いたします。
応募資格　函館市および近郊在住の高校生以上の方。
　　　　　一般作家に加え、プロとして活動されている
　　　　　方（プロの方は展示のみ）。
出 品 料　１作品　一般１,０００円、高校生５００円
募集期間　１２月１日㈰〜2 月 10 日㈪
募集要項　市内および近郊の公共施設等で配布中。
展示期間　３月２日㈰〜３月９日㈰
　　　　　午前１０時から午後７時
　　　　　( 最終日は午後５時まで ) 
会　　場　函館市芸術ホールギャラリー
料　　金　無料
問 合 せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

レギュラーシーズン、レバンガ北海道としてのリーグ公
式戦が函館に初上陸！

日　時　２月１５日㈯午後４時
　　　　２月１６日㈰午後２時
会　場　函館市民体育館
料　金　プラチナシート　　　前売２０,０００円
　　　　　　　　　　　　　　当日２２,０００円
　　　　ダイヤモンドシート　前売　４,０００円
　　　　　　　　　　　　　　当日　４,５００円
　　　　ゴールドシート　　　前売　３,５００円
　　　　　　　　　　　　　　当日　４,０００円
　　　　ダンクシート　　　　前売　３,０００円
 　　　　　　　　　　　　　　当日　３,５００円
　　　　GO ！ GO ！シート    前売　２,７００円
                　　　　　　　　　当日　３,０００円
　　　　２階自由・大人　　　前売　２,２００円
　　　　　　　　　　　　　　 当日　２,５００円
        　　　　　　　　　　　 中高生１,０００円
　　　　　　　　　　　　　　小学生　 ５００円
※未就学児ひざ上無料（お席が必要な場合は有料）
※市民体育館では、自由席のみの取り扱いとなっており
　ます。他は各コンビニ等で、お買い求め下さい。
※駐車場は、大変混み合います。公共交通機関をご利用
　ください。
問合せ　☎５７－３１４１（市民体育館）

市民美術展第１４回「はこだて・冬・アート展」
出展者募集のおしらせ

　イナダ氏をプロデュースに迎えた企画で、２年の集大
成。ステージラボ２０１３の参加者たちと創り上げた演
劇作品を函館、札幌の２都市で上演します。
ドラマドクター　イナダ（劇団イナダ組）
脚本・演出　工藤　舞（ＴＥＡＭ亀）
制作　　　　いいづかゆたか（劇団Ｇ⁴）

　人口 7 万人弱、高齢者率２５％以上、東京から車で 6
時間…地域の若者の半分以上が街を捨てる「樺出市」で、
まちづくりの一環として、一つの事業が動き出した。そ
れは「樺出市公式女子カバディチーム」の発足。それぞれ
の立場からのそれぞれの思惑が蠢くなか、残された若者
が「本当のまちづくり」について考えていく、『とりあえ
ず、がんばります。』。
日　時　①３月１日㈯午後７時
　　　　②３月２日㈰午後１時３０分
会　場　函館市芸術ホール
料　金　一般１,０００円、学生５００円
主　催　北海道舞台塾実行委員会、北海道
　　　　公益財団法人北海道文化財団
  　　　 ㈶函館市文化・スポーツ振興財団
問合せ　☎５５－３５２１( 芸術ホール )

平成２５年度北海道舞台塾

シアターラボ函館公演×ステージラボ２０１３修了公演
『とりあえず、がんばります。』

NBL２０１３−２０１４
レバンガ北海道対和歌山トライアンズ



函館市芸術ホール開館１５周年記念事業

綾戸智恵コンサート２０１４
〝Ｆｏｒｅｖｅｒ Ｙｏｕｎｇ〞
チケット完売御礼！ありがとうございました

　ハローキティを中心に、歌ったり、踊ったり会場全体
で楽しめるバラエティいっぱいのミュージカルショー。
出演キャラクター　ハローキティ・シュガーバニーズ　
　　　　　　　　　（しろうさ・くろうさ）
　　　　　　　　　マイメロディ・クロミ
第　１　部　「ハローキティのみんなであそぼう♪」
　　　　　　ゲスト参加型のショー
第　２　部　「きっとうまくいくよ！〜友情のガールズ
　　　　　　コレクション〜」
　　　　　　ミュージカルショー
フィナーレ　「レビューショー」
日　時　３月３０日㈰①午前１１時②午後２時
会　場　函館市民会館大ホール
料　金　２,０００円（全席指定）
　　　　※２歳以下無料、お席が必要な場合は有料
主　催　北海道文化放送
共　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
問合せ　☎５７－３１１１（市民会館）

ｐｒｅｓｅｎｔｓ

　「綾戸智恵コンサート２０１４
“ F o r e v e r  Y o u n g ”」のチ
ケットは、好評につき売り切れ
となりました。
　誠にありがとうございまし
た。
日　時　３月７日㈮午後７時
会　場　函館市芸術ホール
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
　　　　北海道新聞函館支社、HBC函館放送局
問合せ　☎５５―３５２１（芸術ホール）

演
目

　

口　

上

　

義
士
外
伝

　
　

弥
作
の
鎌
腹

　

白
浪
五
人
男

　
　

〜
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
〜

　

勧
進
帳

　
　

〜
安
宅
新
関
の
場
〜

司
会　

葛
西
聖
司︵
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

　
　
　
　

古
典
芸
能
解
説
者
︶

解
説

「
義
士
外
伝
弥
作
の
鎌
腹
」

　

﹁
忠
臣
蔵
外
伝
物
﹂
の
作
品
で
、
義

士
以
外
の
人
物
が
活
躍
す
る
お
芝
居

で
す
。萱
野
和
助
の
兄
・
百
姓
弥
作
は
、

弟
か
ら
討
入
り
の
計
画
を
打
ち
明
け

ら
れ
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
た
め
に
弥

作
は
窮
地
に
陥
り
、
つ
い
に
鎌
で
腹
を

切
り
そ
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。

つ
ま
し
い
な
が
ら
も
幸
福
な
日
々
を

送
っ
て
い
た
弥
作
が
、
武
士
も
顔
負

け
の
壮
絶
な
死
を
遂
げ
る
、
感
動
的

で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
で
す
。

「
白
浪
五
人
男
」

　

〜
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
〜

　

悪
事
が
ば
れ
た
盗
賊
団
・
白
浪
五

人
男
は
、
桜
が
咲
き
乱
れ
る
稲
瀬
川

の
土
手
ま
で
と
う
と
う
追
い
つ
め
ら

れ
ま
す
。
頭
目
の
日
本
駄
右
衛
門
を

筆
頭
に
、﹁
志
ら
浪
﹂
と
書
か
れ
た
傘

を
差
し
な
が
ら
登
場
し
た
五
人
男
は
、

や
が
て
十
手
を
振
り
か
ざ
す
捕
手
た

ち
に
取
り
囲
ま
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

捕
手
の
﹁
動
く
な
﹂
と
い
う
言
葉
に
も

動
ぜ
ず
、
五
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
堂
々

と
名
乗
り
を
あ
げ
る
の
で
し
た
。

「
勧
進
帳
」

　

〜
安
宅
新
関
の
場
〜

　

数
あ
る
歌
舞
伎
の
演
目
の
う
ち
で

も
最
も
よ
く
上
演
さ
れ
、
最
も
よ
く

知
ら
れ
た
演
目
の
一
つ
で
す
。
義
経

主
従
の
花
道
の
出
、
勧
進
帳
の
読
み

上
げ
、
弁
慶
と
冨
樫
の
山
伏
問
答
、
冨

樫
の
呼
び
止
め
か
ら
押
し
合
い
、
義

経
の
弁
慶
へ
の
ね
ぎ
ら
い
、
弁
慶
の

延
年
の
舞
か
ら
最
後
の
飛
び
六
方
に

至
る
ま
で
、
全
編
に
緊
張
感
が
溢
れ
、

手
に
汗
握
る
見
せ
場
の
連
続
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈰
午
後
１
時

会
場　

函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金　

2
0
0
0
円︵
全
席
自
由
︶

主
催　

初
春
巴
港
賑
実
行
委
員
会

　
　
　

㈶
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

振
興
財
団

問
合
せ　

☎
57
︱
3
1
1
1

　
　
　
　

︵
市
民
会
館
︶

第３６回公演 初 春 巴 港 賑
はつ はる ともえ の にぎわい

ゲスト／active-A

　昨年５月の音楽ライヴ編、
９月のダンス・パフォーマ
ンス編で観客の人気投票で
上位に選ばれた参加団体に
よるスペシャルライヴ。音
楽、ダンス、演劇に加えゲストライヴも開催します。
出　演　６つのかけら
　　　　DEBUKAMA、WONDERS
　　　　STREET DANCE STUDIO ZERO
　　　　函館中部高等学校演劇同好会
　　　　DANCE SPACE RIZE
ゲスト　ａｃｔｉｖｅ−A
日　時　２月９日㈰午後３時
会　場　函館市芸術ホール
料　金　５００円、小学生以下無料
問合せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

ハコダテライヴステージ
五稜郭街舞台SPECIAL LIVE！！
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函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
外
周

２
５
０
ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
で

き
る
サ
ブ
リ
ン
ク
の
他
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
た
ス
ケ
ー
ト
場
で
す
。

■
4
時
か
ら
夜
間
割
引
！

　

午
後
4
時
以
降
に
来
場
さ
れ
た
方

は
、
通
常
の
使
用
料
の
半
額
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
1
回
の
有
料
入
場
に
つ
き
ス
タ
ン

　

プ
を
1
つ
押
し
ま
す
。

・
ス
タ
ン
プ
5
つ
で
1
回
入
場
が
無

　

料
と
な
り
ま
す
。

・
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
プ
デ
ー
と
し
て
、

　

平
日
午
後
４
時
ま
で
の
ご
入
場
で
、

　

ス
タ
ン
プ
を
2
つ
押
し
ま
す
。

開
設
期
間

　

12
月
14
日
㈯
〜
2
月
11
日
㈫

営
業
時
間　

　

平
日
は
12
時
〜
午
後
7
時
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
7
時

　

学
校
行
事
の
特
別
使
用
は
、
冬
休

み
明
け
の
期
間
中
、
火
〜
木
曜
日
の

午
前
10
時
〜
12
時

使
用
料
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券　

一
般　
　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　
　
　

１
５
０
円

回
数
券　

一
般　
　
　

６
０
０
０
円

︵
１１
枚
︶　

高
校
生　
　

３
０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　
　

１
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
通
券　

１
５
０
０
円

︵
貸
靴
も
利
用
で
き
ま
す
︶

シ
ー
ズ
ン
券

　
　
　
　

一
般　
　

1
4
4
0
0
円

　
　
　
　

高
校
生　
　

7
2
0
0
円

　
　
　
　

中
学
生　
　

4
8
0
0
円

　
　
　
　

小
学
生　
　

3
6
0
0
円

○
団
体
20
人
以
上　
　
　
　
　
　
　

　

各
個
人
使
用
料
金
の
2
割
引
の
額

○
学
校
行
事
及
び
児
童
・
生
徒
の
健

　

全
育
成
団
体
の
使
用

　

各
個
人
使
用
料
金
の
3
割
引
の
額

※
個
人
使
用
及
び
団
体
使
用
に
お
い

　

て
、
函
館
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

　

学
の
小
・
中
学
生
の
使
用
料
は
無

　

料
と
な
り
ま
す
。

※
専
用
使
用
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　

せ
下
さ
い
。

貸
靴
料　
　
　
　

１
足　

３
０
０
円

問
合
せ　

☎
54
|
5
2
3
3　
　
　

　
　
　
　

︵
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
︶

受
付
期
間

　

2
月
1
日
㈯
〜
2
月
28
日
㈮

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
方
法

　

申
込
書
に
団
体
登
録
と
希
望
曜
日

を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
返
信
用
の
切
手
を
ご
持
参
下
さ
い
。

申
込
書
配
布
・
受
付

　

函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

問
合
せ　

☎
54
︱
5
2
3
3

　
　
　
　

︵
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
︶

大好評のスケート場も残すところあと少し！ 

※
今
シ
ー
ズ
ン
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

　

運
行
は
あ
り
ま
せ
ん

千
代
台
公
園
庭
球
場
の
定
期
利
用・

4
月
分
申
込
受
付

■
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

和
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
！

　

第
一
弾「
春
は
桜
餅
」

日
時　

３
月
８
日
㈯
午
前
10
時

受
講
料　

３
０
０
円　
　
　
　
　
　

対
象　

小
学
生

定
員　

12
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　

２
月
15
日
㈯
午
前
９
時　

　
　
　
　

か
ら
電
話
で

■
初
心
者
の
た
め
の「
太
極
拳
入
門
」

日
時　

2
月
25
日
㈫
午
前
10
時

受
講
料　

２
０
０
円　
　
　
　
　
　

対
象　

18
歳
以
上
の
方

定
員　

15
名
︵
申
込
順
︶　
　
　
　
　

申
込
み　

２
月
４
日
㈫
午
前
９
時

　
　
　
　

か
ら
電
話
で

■
２
月
の
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座

　
「
３
世
代
交
流
！
伝
承
お
り
が
み

　

を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
前
10
時

参
加
料　

３
０
０
円
︵
材
料
費
︶

対
象　

小
学
生
〜
一
般

定
員　

20
名

申
込
み　

1
月
25
日
㈯
〜

　
　
　
　

２
月
11
日
㈫
ま
で
電
話
で

■
真
っ
暗
の
な
か
の
共
生
学
習

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
16
日
㈰
※
１
泊
２
日

参
加
費　

３
千
円
程
度

対
象　

小
中
学
生

定
員　

60
名

申
込
み　

２
月
4
日
㈫
午
前
９
時
〜

　
　
　
　

13
日
㈭
ま
で
電
話
で

■
暗
闇
で
の
共
生
学
習
と
学
習
支
援

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
16
日
㈰
※
１
泊
２
日

参
加
費　

無
料

対
象　

高
校
生
以
上

定
員　

30
名

申
込
み　

２
月
4
日
㈫
午
前
９
時
〜

　
　
　
　

13
日
㈭
ま
で
電
話
で

■
郷
土
の
歴
史
講
座

　

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

　

資
料
報
告
④「
日
清
戦
争
と
錦
絵
」

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
２
時

講
師　

小
栗
祐
美
︵
北
海
道
教
育
大

　
　
　
　

学
函
館
校
教
授
︶

費
用　

無
料

対
象　

一
般

定
員　

1
5
0
名

申
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

問
合
せ　

☎
35
―
６
８
０
１

　
　
　
　

︵
中
央
図
書
館
︶

■「
平
成
26
年
度
図
書
館
ボ
ラ
ン　

　

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」受
講
者
募
集

○
新
規
で
活
躍
す
る
図
書
館
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す

日
時　

２
月
23
日
㈰
午
前
10
時

費
用　

無
料

対
象　

18
歳
以
上

定
員　

20
名
︵
申
込
順
︶

受
講
受
付　

２
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪

※
受
付
時
間
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
ま
で
電
話
受
付

問
合
せ　

☎
35
―
６
８
０
１

　
　
　
　

︵
中
央
図
書
館
︶

■
函
館
啄
木
会　

講
演
会

　
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
啄
木
を
語
る

　
「
日
記
に
あ
ら
わ
れ
る
啄
木
」

基
調
講
演　
　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

　
　
　
　
　
　

︵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

　
　
　
　
　
　
　

名
誉
教
授
︶

ゲ
ス
ト
講
演　

山
本
玲
子

　
　
　
　
　
　

︵
啄
木
研
究
家
︶

対
談　
　
　
　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

　
　
　
　
　
　

山
本
玲
子

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

　

﹁
源
氏
物
語
﹂
に
感
動
し
て
日
本

文
学
や
日

本
文
化
の

研
究
を
志

し
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
大

学

大

学

院
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ

大
学
大
学
院
を
経
て
京
都
大
学
大
学

院
に
留
学
。
帰
国
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
で
日
本
文
学
を
教
え
な
が
ら
、
古

典
か
ら
現
代
文
学
に
い
た
る
ま
で
広

く
研
究
し
海
外
に
紹
介
し
て
い
る
。

啄
木
研
究
家
で
も
あ
る
。

日
時　

４
月
12
日
㈯
午
後
２
時

会
場　

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

料
金　

無
料︵
要
整
理
券
︶

定
員　

８
０
０
名

申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
電

　

話
番
号
・
希
望
枚
数
︵
2
枚
ま
で
︶

　

を
明
記
の
上
、〒

０４０

−

0053  

函
館
市

　

末
広
町
22
|

5
函
館
市
文
学
館
﹁
ド

　

ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
文
学
講
演
会
係
﹂

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
日　

３
月
７
日
㈮
必
着

主
催　

函
館
啄
木
会

　
　
　

㈶
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

振
興
財
団

問
合
せ　

☎
22
―
９
０
１
４

　
　
　
　

︵
文
学
館
︶

涯

学

報

地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
２２
ｌ
９
７
０
０

亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

月　

曜　

休　

館

☎
４２
ｌ
７
０
２
３

生

習

情
中
央
図
書
館

水　

曜　

休　

館

☎
３５
ｌ
６
８
0
0

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

月
曜
・
祝
日
休
館

☎
23
ｌ
5
9
6
1

5



6

　

今
回
は
「
節
分
」
に
縁
の
深
い
食
品

を
扱
う
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
お

二
人
の
対
談
で
す
。株
式
会
社
天
狗
堂

宝
船　

代
表
取
締
役
の
千
葉
仁
さ
ん

と
、
株
式
会
社
だ
る
ま
食
品
本
舗　

代
表
取
締
役
社
長
の
工
藤
哲
也
さ
ん

で
す
。そ
れ
で
は
自
己
紹
介
も
含
め
ま

し
て
千
葉
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

千
葉　

天
狗
堂
宝
船
は
私
の
祖
父
が

昭
和
28
年
に
新
川
町
で　

千
葉
商
店

と
し
て
創
業
し
、
カ
ス
テ
ラ
を
中
心

に
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
30
年

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
問
屋
さ
ん

か
ら
﹁
天
狗
の
よ
う
に
鼻
高
々
と
自

慢
出
来
る
よ
う
な
商
品
を
つ
く
り
な

さ
い
﹂
と
命
名
し
て
頂
き
社
名
を
変

更
し
て
い
ま
す
。き
び
だ
ん
ご
は
、
私

の
生
ま
れ
た
昭
和
43
年
か
ら
製
造
を

始
め
ま
し
た
。
昭
和
59
年
に
は
西
桔

梗
へ
、
平
成
19
年
に
今
の
七
飯
町
中

島
へ
移
転
し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
に
は
家
が
製
菓
業
を

営
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
が
当
た
り

前
の
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。
会
社
へ

入
り
製
造
か
ら
始
め
て
経
験
を
積
み
、

平
成
20
年
に
4
代
目
の
代
表
取
締
役

と
な
り
ま
し
た
。

工
藤　

だ
る
ま
食
品
本
舗
は
昭
和
26

年
に
青
柳
町
で
創
業
し
、
納
豆
の
製

造
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
移

転
し
、
西
桔
梗
町
に
本
社
第
１
工
場
、

第
２
工
場
が
あ
り
ま
す
。
納
豆
の
ほ

か
に
も
、
も
や
し
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

カ
ッ
ト
野
菜
・
山
菜
、
豆
腐
な
ど
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

私
も
函
館
の
生
ま
れ
で
、
以
前
は
全

く
の
異
業
種
に
身
を
置
い
て
い
ま
し

た
が
、
数
年
前﹁
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
﹂と
決
断
し
、だ
る
ま

食
品
本
舗
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の

後
製
造
、
配
送
、
営
業
な
ど
を
経
て
平

成
25
年
に
3
代
目
の
代
表
取
締
役
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
と
は
商
談
会
な
ど
で
御

一
緒
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
多
く
、
食

品
業
界
の
、
ま
た
経
営
者
の
先
輩
と

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。

千
葉　

商
売
は
良
い
時
も
あ
れ
ば
悪

い
時
も
あ
る
の
が
当
た
り
前
で
﹁
楽

し
く
や
ら
な
い
と
続
か
な
い
﹂
と
い

つ
も
２
人
で
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
コ
ラ
ボ
商

品
が
生
ま
れ
た
ら
面
白
い
な
と
か
。

ア
イ
デ
ィ
ア
が
膨
ら
み
ま
す
ね
。

　

物
産
展
な
ど
で
道
外
に
行
く
と
北

海
道
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
の
高
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
す
。﹁
北
海
道
＝
美
味
し

い
・
安
全
・
安
心
﹂
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
と
て
も
強
い
の
で
商
品
開
発
の

際
は
素
材
に
重
点
を
お
き
、
極
力
地

元
か
道
産
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

が
ご
め
昆
布
餅
は
物
産
展
で
人
気
が

あ
り
ま
す
ね
。
企
画
し
て
つ
く
っ
て

売
る
、
全
て
の
過
程
で
こ
だ
わ
り
抜

い
た
成
果
は
お
客
様
に
必
ず
伝
わ
る
。

う
ち
の
商
品
を
カ
ゴ
に
入
れ
て
頂
く

瞬
間
、
最
高
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
大
変
さ
と
喜
び
が
醍
醐
味
で
す
。

　

だ
る
ま
食
品
本
舗
さ
ん
で
は
や
は

り
納
豆
が
主
力
と
な
る
の
で
す
か
？

工
藤　

創
業
当
初
か
ら
製
造
し
て
い

る
納
豆
に
は
や
は
り
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。﹁
ど
う
し
た
ら
ふ
っ

く
ら
炊
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

か
﹂
よ
り
美
味
し
い
も
の
を
つ
く
る

た
め
、
日
々
模
索
を
続
け
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
平
成
19
年
に
誕
生
し
た
新

品
種
の
大
豆
た
ま
ふ
く
ら
を
使
用
し

た
商
品
が
あ
り
ま
す
。
品
種
誕
生
の

翌
年
か
ら
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
さ
ん

と
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
平
成
21

年
度
に
は
産
官
学
が
連
携
し
た
﹁
た

ま
ふ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
た
ま
ふ
く
ら
は
品
種

名
が
つ
け
ら
れ
る
以
前
の
加
工
適
正

を
探
る
試
験
の
段
階
か
ら
﹁
い
い
大

豆
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お

り
現
在
は
納
豆
や
水
煮
、
冷
凍
枝
豆

な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
大
豆
は

醤
油
や
味
噌
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
日
本
人
の
味
覚
に
は
欠
か

せ
な
い
食
材
で
す
。
特
に
地
元
の
大

豆
は
や
は
り
美
味
し
い
で
す
ね
。

　

最
近
、
地
場
企
業
で
納
豆
の
製
造

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
も
や
し
の
製
造
は
現
在

う
ち
だ
け
な
の
で
責
任
も
感
じ
ま
す
。

き
び
だ
ん
ご
は
ど
の
く
ら
い
製
造
元

が
あ
る
の
で
す
か
？

千
葉　

今
は
２
社
だ
け
で
す
。
き
び

だ
ん
ご
と
い
う
と
岡
山
県
が
発
祥
だ

と
間
違
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら

は
漢
字
で
書
く
と
﹁
吉
備
団
子
﹂、
北

海
道
で
馴
染
み
の
深
い
も
の
は
﹁
起

備
団
合
﹂
で
す
。
読
み
方
は
同
じ
で
す

が
全
く
別
の
も
の
で
後
者
は
元
々
非

常
食
の
意
味
合
い
が
強
く
、
全
国
的

に
駄
菓
子
屋
さ
ん
で
売
っ
て
い
る
き

び
だ
ん
ご
と
い
え
ば
北
海
道
の
も
の

で
す
。
手
軽
に
買
え
る
安
全
で
安
心

な
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
す
。

工
藤　

最
近
消
費
者
の
皆
様
の
目
が

厳
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
が
多

い
で
す
が
、
安
全
性
を
得
る
責
任
が

購
入
す
る
お
客
様
に
あ
る
よ
う
な
状

況
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
つ
く
る
側

が
、
安
心
し
て
購
入
で
き
る
商
品
を

販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社

で
は﹁
安
全
で
健
康
に
良
い
、
美
味
し

い
商
品
創
り
﹂
と
い
う
品
質
方
針
を

掲
げ
毎
週
全
社
員
で
唱
和
し
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
が
胸
を
張
っ
て
お
す

す
め
で
き
る
商
品
を
つ
く
り
、
今
後

は
地
元
の
み
な
ら
ず
販
路
を
拡
大
し

て
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
目
標
で

す
。現
在
、
少
し
ず
つ
首
都
圏
や
海
外

で
も
お
取
り
扱
い
頂
い
て
い
ま
す
。

千
葉　

う
ち
は
季
節
の
行
事
に
合
わ

せ
た
商
品
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
節
分
向
で
は
お
子
様
の
好
き
な

チ
ョ
コ
味
や
一
口
サ
イ
ズ
の
﹁
鬼
た

い
じ
き
び
だ
ん
ご
﹂
に
桃
太
郎
や
お

伴
の
お
面
を
つ
け
て
い
ま
す
。
鬼
は

よ
く
あ
り
ま
す
が
退
治
す
る
側
は
今

ま
で
な
か
っ
た
。
家
族
団
欒
に
一
役

買
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
駄
菓
子
の
持

つ
良
さ
を
大
切
に
し
、
永
く
親
し
ん

で
頂
け
る
商
品
で
あ
り
た
い
。
節
分

に
は
き
び
だ
ん
ご
を
七
飯
・
函
館
の

保
育
園
に
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
お
子
様
に
味
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
故
郷
の
定
番
の
味
と
し
て
根

付
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
食
は

幸
せ
に
繋
が
り
、
お
菓
子
は
な
く
て

も
困
ら
な
い
け
れ
ど
あ
る
と
楽
し
く

ほ
ん
わ
か
す
る
存
在
で
す
。
今
後
も

全
国
の
お
客
様
に
笑
顔
を
お
届
け
で

き
る﹁
宝
船
﹂で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

工
藤　

函
館
短
期
大
学
付
設
調
理
製

菓
専
門
学
校
の
吉
田
教
頭
先
生
考
案

で
弊
社
で
製
造
販
売
し
て
い
る
﹁
が

ご
め
の
滴
﹂
の
よ
う
な
独
自
性
の
あ

る
商
品
開
発
も
目
指
し
つ
つ
、
今
ま

で
と
同
じ
く
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
﹁
愛
さ
れ
る
家
庭
の

味
﹂を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第 239 回

はこだて丸っこ語りつくしの交差点

ち ば ひとし

（株式会社 天狗堂宝船 代表取締役）

千葉　　仁
く どう てつ や

（株式会社 だるま食品本舗 代表取締役社長）

工藤　哲也

身近で安心・安全な美味しさを
つくり続ける

正
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「グルノーブルとパリ」

佐 々 木　慶　一
さ さ いちき けい

　

1
9
8
4
年
函
館
市
に
生
ま
れ
る
。
函

館
西
高
校
卒
。
武
蔵
野
美
術
大
学
へ
進
学
。

パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
へ
留
学
。
帰
国

後
、
武
蔵
野
美
大
か
ら
優
秀
賞︵
論
文
︶を

受
け
て
卒
業
。
後
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
︵
美
術
史
︶。近
著

に
﹃
宮
廷
の
画
家
ヴ
ィ
ジ
ェ
＝
ル
ブ
ラ
ン
﹄

︵
一
粒
書
房
、
２
０
１
３
︶、
他
。
展
覧
会

﹁
街
を
歩
い
て
行
く
と
﹂︵
函
館
、
２
０

１
２

−

︶
な
ど
企
画
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
、

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
︵
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、

C
U
E
F
校
︶
を
拠
点
に
活
動
中
。
美
術

史
学
会
、総
合
女
性
史
学
会
会
員

　

時
折
、
私
は
日
本
の
﹁
豆
ま
き
﹂

を
思
い
出
し
て
﹁
鬼
は
そ
と
、
福
は

う
ち
﹂
と
、
自
分
自
身
に
心
の
中
で

語
り
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

が
日
々
、
あ
る
種
の
問
題
を
抱
い
て

い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
今
月
号

で
は
、
私
が
自
分
で
思
う
日
頃
の
、

自
身
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
私
は
数
々
の
出

来
事
に
直
面
し
て
、
そ
れ
が
時
に
珍

し
か
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
り
す
る

反
面
、
自
分
に
と
っ
て
こ
の
街
は
全

く
新
し
い
生
活
の
土
地
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
多

く
、
未
だ
に
焦
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
私
が
日
本
で
大
学
生
を
し
て

い
た
時
に
行
っ
た
パ
リ
留
学
の
際
に

も
感
じ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
借
家

や
寮
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
私
生
活

で
の
些
細
な
手
違
い
は
、
留
学
生
た

ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
負
担

と
な
り
得
ま
す
。
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で

も
、
昨
年
の
年
末
か
ら
今
年
の
年
始

に
至
る
ま
で
、
勉
強
以
外
の
私
的
な

問
題
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
、
少
し
疲
れ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
う
し
た
中
、
私
は
年
末
年
始
、

フ
ラ
ン
ス
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
留

学
し
て
い
る
田
口
翔
さ
ん
と
い
う
方

の
パ
リ
の
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
年
末
と
年
始

は
一
人
で
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
残
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
12
月
30
日

に
パ
リ
へ
発
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

1
月
2
日
ま
で
私
は
パ
リ
で
過
ご

し
ま
し
た
。
元
旦
に
は
フ
ル
ー
ト
奏

者
や
オ
ペ
ラ
歌
手
な
ど
が
催
し
た

パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ん
で
も
ら
う
な
ど
、

短
い
滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
新
し

い
出
会
い
も
あ
り
、
気
分
転
換
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
も
数
年
前
の
パ
リ
留
学
で
多
く

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
様
々
な
友

人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
人
だ
け
で
は
な
く
諸
外
国
の
人
た

ち
や
同
じ
日
本
人
と
の
関
係
も
と
て

も
大
切
に
し
て
来
ま
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
学
ん
で
い
る
様
々
な
人
た
ち
と

出
会
う
こ
と
で
、
私
の
心
は
熱
く
揺

さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
間
に
鈴
村
真
貴
子

さ
ん
と
い
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
2.5
㎡
程

の
大
き
な
壁
画
︵
2
0
1
0
︶
に
描

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
絵
は
パ
リ
国

立
高
等
美
術
学
校
に
今
も
な
お
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
私
に
壁
画
を

教
え
て
く
れ
た
の
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

べ
ヌ
カ
ン
教
授
と
い
う
方
で
、
鈴
村

さ
ん
と
共
に
思
い
出
深
い
人
で
す
。

　

日
常
的
な
問
題
か
ら
研
究
に
関
す

る
課
題
ま
で
持
ち
続
け
て
き
た
私
を

支
え
て
く
れ
た
の
は
、
い
つ
も
私
に

と
っ
て
﹁
福
﹂
を
呼
ぶ
仲
間
や
友
人

た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
記

憶
は
、
い
つ
ま
で
も
鮮
明
に
私
の
頭

の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
日
常
的
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
な
ど
が
時
に
私
の
悩
み

の
種
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
仲
間
た

ち
も
ま
た
各
々
、
困
難
と
向
き
合
い

な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
こ
と
を

私
は
知
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
パ

リ
で
知
り
合
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア

ド
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
と
い
う
友

人
は
、
私
が
2
0
1
0
年
に
留
学
を

終
え
て
帰
国
し
た
ば
か
り
の
頃
、
日

本
の
美
術
大
学
に
や
っ
て
き
て
留
学

生
と
し
て
一
生
懸
命
に
学
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
友
人
た
ち
の
存

在
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
生
活
に
お
い

て
些
細
な
出
来
事
で
困
惑
し
て
い
る

私
に
、
冷
静
さ
を
取
り
戻
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。

【海外コラム vol.23】

新年の街角、パリ
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フランス研究ノート
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北
海
道
立
函
館
美
術
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・コ
レ
ク
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
ル

道
南
の
美
術
　
現
代
ま
で
／
か
ら

※上記の催し物は、主催者の都合により変更されることがあります。また、上記以外、新たに追加される場合もありますので、ご了承ください。

小寺真知子〈ピタウ神父の肖像〉
１９９３（平成５）年北海道立函館美術館蔵

三浦　幸恵

郷土にエールを贈る

私を育ててくれた
函 館 の 街

み うら ゆき え

日本語デイケアオーナー

　１９６７年生まれ、本通小、本通中、

昭和女子高を卒業。

高校卒業後、上京し、９１年バングラ

デシュ出身（現在はアメリカ国籍）

の夫と結婚。

９７年からはアメリカ・カリフォルニ

ア州サンノゼ市（通称：シリコンバ

レー）に住み現在は 日本語デイケア

（託児所）のオーナーとして日本人の

血を受け継ぐ子供達のお世話に奔走

しながら１１歳の娘の日本語補習校の

保護者会役員としても活動中

208

い
つ
か
世
界
の
架
け
橋
に

　

生
ま
れ
育
っ
た
函
館
を
18
歳
で
離

れ
、
よ
そ
の
土
地
で
生
活
し
て
い
る

歳
月
の
ほ
う
が
す
っ
か
り
長
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
は
函
館
市
内
か
ら
ほ
ぼ

出
た
事
は
な
く
、
英
語
も
大
の
苦
手

だ
っ
た
学
生
時
代
で
す
が

　

世
界
中
で
有
名
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が
ひ

し
め
く
街
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
住

み
始
め
て
早
い
も
の
で
17
年
目
に
突

入
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
土
地
に
住
み
始
め
る
ま

で
実
は
あ
ま
り
函
館
を
意
識
し
て
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
日
本
人
も
多
く
住
む
こ
の

街
で
出
会
っ
た
人
達
、
日
本
人
以
外

で
も
日
本
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
人

達
か
ら
出
身
地
を
聞
か
れ
た
際
、
必

ず
返
っ
て
く
る
﹁
函
館
で
す
か
。
と
て

も
素
敵
な
街
で
す
よ
ね
﹂
と
い
う
何

と
も
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
を
沢
山
耳
に

し
て
い
る
う
ち
、
自
分
の
出
身
地
が

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
て
誇
ら

し
く
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

私
は
約
5
年
前
に
乳
が
ん
を
患
い
、

半
年
間
の
治
療
と
手
術
を
経
て
今
で

は
発
病
前
よ
り
も
健
康
的
な
生
活
を

送
り
、
つ
い
に
昨
年
は
、
以
前
か
ら
好

き
だ
っ
た
Z
u
m
b
a
と
い
う
ラ
テ

ン
系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
ダ
ン

ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。 

　

私
は
日
本
語
デ
イ
ケ
ア
︵
託
児
所
︶

で
就
学
前
の
子
供
達
の
お
世
話
を
し

て
い
ま
す
。

　

デ
イ
ケ
ア
の
子
供
達
は
両
親
と
も

が
日
本
人
だ
っ
た
り
、
片
方
の
親
が

日
本
人
だ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、

常
に
日
本
語
で
会
話
を
し
、
日
本
語

の
童
謡
を
歌
い
、
日
本
語
の
絵
本
を

読
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ

た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
み
ん
な
日
本

語
が
上
手
で
す
。

　

娘
が
毎
週
土
曜
日
に
通
っ
て
い
る

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
語
補
習
校

は
世
界
中
で
2
番
目
に
大
規
模
な
学

校
で
す
。

　

娘
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
サ
ン

ノ
ゼ
校
で
は
、
幼
小
部
・
中
高
部
合

わ
せ
て
８
０
０
人
余
り
の
生
徒
が
毎

週
土
曜
日
に
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で

み
っ
ち
り
と
日
本
語
の
勉
強
に
取
り

組
み
ま
す
。
教
科
書
も
日
本
の
学
校

で
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
物
を

　

幕
末
の
開
港
以
来
、
豊
か
な
文
化

を
育
ん
で
き
た
港
町
函
館
。
そ
う
し

た
歴
史
を
持
つ
函
館
を
含
め
た
道
南

地
方
か
ら
は
多
く
の
美
術
家
が
育
ち
、

全
国
あ
る
い
は
世
界
を
舞
台
に
活
動

し
て
い
ま
す
。一
方
、
道
南
地
方
に
拠

点
を
置
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
続
け
る
美
術
家
や
、
そ
の
風
土
や

歴
史
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
移
り
住
ん

で
活
動
す
る
美
術
家
た
ち
も
数
多
く

い
ま
す
。

　

本
展
は
、
平
成
24
年
度
に
新
し
く

函
館
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
作
品

の
な
か
か
ら
、
現
代
に
わ
た
り
活
動

し
た
道
南
ゆ
か
り
の
美
術
家
12
人
に

よ
る
、
油
彩
、
日
本
画
、
版
画
、
彫
刻
、

陶
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
道
南
の
美

術
の
﹁
現
代
ま
で
﹂
の
一
端
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
﹁
現
代
か
ら
﹂
広
が

る
新
た
な
可
能
性
を
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

出
品
作
家

　

伊
藤
聰
︵
油
彩
︶

　

苧
坂
恒
治
︵
陶
芸
︶

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
、
秋
祭
り
、
お
正
月
に
ち
な

ん
だ
遊
び
を
体
験
で
き
る
行
事
な
ど

も
充
実
し
て
い
て
、
た
だ
机
に
向
か

い
日
本
語
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
を
通
じ
て
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
の
子
供
達
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
子
供
を
持
つ
ま
で
、
我
が

子
を
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
育
て
る
事
が

こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
想
像
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
実
際
に
は
常
に

親
子
で
努
力
を
続
け
て
い
か
な
い
と

言
語
は
身
に
つ
か
ず
、
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
の
校
歌
の
中
に
﹁
い
つ

か
世
界
の
架
け
橋
に
﹂
と
い
う
歌
詞

が
あ
り
ま
す
。　

　

私
は
こ
の
歌
詞
が
大
好
き
で
す
。

本
当
に
こ
の
子
供
達
は
近
い
将
来
世

界
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う

に
な
る
の
だ
ろ
う
な
と 

つ
く
づ
く

感
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で

下
さ
っ
て
い
る
皆
様
や
、
皆
様
の
お

子
様
方
も
世
界
の
架
け
橋
に
な
っ
て

も
っ
と
も
っ
と
函
館
を
盛
り
立
て
て

下
さ
い
。

　

長
内
さ
ゆ
み
︵
油
彩
︶

　

小
寺
真
知
子
︵
彫
刻
︶

　

杉
浦
左
知
︵
日
本
画
︶

　

鈴
木
秀
明
︵
油
彩
︶

　

瀬
戸
英
樹
︵
油
彩
︶

　

高
井
秀
樹
︵
陶
芸
︶

　

西
田
靖
郎
︵
油
彩
︶

　

平
方
亮
三
︵
版
画
︶

　

戸
次
正
義
︵
油
彩
︶

　

丸
岡
哲
也
︵
彫
刻
︶

会
期　

1
月
29
日
㈬
〜
4
月
10
日
㈭

開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
5
時
︵
入
場
は
午

　
　
　
　
　

後
４
時
30
分
ま
で
︶

観
覧
料

　

一
般　
　
　

1
7
0︵
1
4
0
︶円

高
大
生　

  　
　

 　

1
0
0︵
70
︶円

※︵　

︶内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金

〒
０４０

−
0001  

函
館
市
五
稜
郭
町
３７

|

６

　
　
　
　

  　

  

☎
５６

|
６
３
１
１

●
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

　

瀬
戸
英
樹

日
時　

2
月
1
日
㈯
午
後
2
時

　

平
方
亮
三

日
時　

2
月
22
日
㈯
午
後
2
時

会
場　

当
館
展
示
室
︵
要
観
覧
料
・

　
　
　

事
前
申
し
込
み
不
要
︶

●
美
術
映
画
会

　
「
珠
玉
の
仏
教
美
術
天
下
人
の
造

　

形
ー
桃
山
時
代
」

日
時　

2
月
15
日
㈯
午
後
2
時

会
場　

当
館
講
堂︵
無
料
︶
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
日
月

弥
生
町
２３
ー
１

☎
８７
ｌ
０
７
８
７

Ｓ
Ｕ
Ｑ
＋

宝
来
町
２７
ー
１３

☎
２２
ｌ
６
１
６
７

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩

千
歳
町
１３
ー
１

☎
２７
ｌ
０
１
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局

は
こ
だ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
任
町
２２
ー
７

☎
３２
ｌ
８
８
３
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
村
岡

元
町
２
ー
７

☎
２７
ｌ
２
９
６
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
リ
ヨ
ン

大
手
町
５
ー
１０

☎
２３
ｌ
８
７
６
１

函
館
国
際
ホ
テ
ル

多
目
的
ホ
ー
ル
﹁
イ
カ
す
ホ
ー
ル
﹂

若
松
町
１２
ー
１3

☎
２３
ｌ
３
３
５
９

Ｊ
Ｒ
函
館
駅
２
階

　

ふ
る
さ
と
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

会
期　

2
月
8
日
㈯
〜
2
月
12
日
㈬

●
函
館
工
業
高
等
学
校
建
築
科　
　

　

卒
業
作
品
展

会
期　

2
月
20
日
㈭
〜
2
月
23
日
㈰

●
は
こ
だ
て
工
芸
舎　

オ
ー
プ
ン
記
念

　

常
陸
太
田
の
ガ
ラ
ス
と
陶
芸
展

会
期　

2
月
7
日
㈮
〜
2
月
18
日
㈫

●
馬
場
忠
寛
・
廣
瀬
愼

　

金
属
の
あ
る
生
活
の
喜
び

会
期　

2
月
21
日
㈫
〜
3
月
4
日
㈫

●
第
11
回
「
日
本
の
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｉ

　

と
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
展
」

会
期　

2
月
26
日
㈬
〜
3
月
3
日
㈪

会
場　

函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く

　
　
　

り
セ
ン
タ
ー

●
高
校
生
の
書
道
展

会
期　

1
月
31
日
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

●
荒
木
淳
一
油
彩
展

会
期　

2
月
6
日
㈭
〜
2
月
11
日
㈫

●
鶴
田
一
郎
美
人
画
展

会
期　

2
月
20
日
㈭
〜
2
月
25
日
㈫

　

白
い
磁
器
展
」

会
期　

2
月
1
日
㈯
〜
2
月
28
日
㈮

●
ボ
タ
ン
研
究
所

会
期　

2
月
22
日
㈯
〜
3
月
25
日
㈫

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
画
展

会
期　

2
月
3
日
㈪
〜
2
月
14
日
㈮

●
花
を
描
く
作
品
展

会
期　

2
月
17
日
㈪
〜
2
月
28
日
㈮

●
人
物
を
描
く
作
品
展

会
期　

3
月
3
日
㈪
〜
3
月
14
日
㈮

●
い
ば
ら
き
Ｐ
Ｒ
展
ｉ
ｎ
函
館

会
期　

1
月
27
日
㈪
〜
2
月
4
日
㈫

●
第
11
回
小
学
生
・
中
学
生
に
よ
る

１●
松
本
緑
写
真
展
「
霜
窓
」

　

〜
自
然
が
作
っ
た
美

会
期　

2
月
1
日
㈯
〜
2
月
28
日
㈮

●
36
回
写
友　

ゴ
ダ
ッ
ペ
写
真
展

会
期　

2
月
5
日
㈬
〜
2
月
10
日
㈪

●
き
の
こ
，ｓ
写
真
展

会
期　

2
月
19
日
㈬
〜
2
月
24
日
㈪

●
写
真
展
「
い
ろ
・
色
・
い
ろ
」

会
期　

2
月
26
日
㈬
〜
3
月
3
日
㈪

●
奥
会
津
・
須
賀
武
継
写
真
展

会
期　

1
月
28
日
㈫
〜
2
月
16
日
㈰

●
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ　

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ

会
期　

2
月
18
日
㈫
〜
3
月
9
日
㈰

●
合
同
作
品
展

　
「
ね
こ
の
あ
し
あ
と
」

会
期　

2
月
8
日
㈯
〜
2
月
23
日
㈰

●
佐
藤
留
利
子　

高
井
秀
樹

　

三
浦
千
代
志

　
「
は
こ
だ
て
の
白
い
陶
器
と

は
こ
だ
て
工
芸
舎
　
元
町
ハ
ウ
ス

末
広
町
8
ー
8

☎
２２
ｌ
７
７
０
６

旭
ヶ
岡
の
家
画
廊

旭
岡
町
７８

☎
５０
ｌ
２
１
２
１

棒
二
森
屋
７
階

若
松
町
１７
ー
１２

☎
２６
ｌ
１
２
１
１

H
a
k
o
d
a
t
e
 C

it
iz
e
n
s
 G

a
lle

ry

市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市民会館内
ステップアップ
担当まで

＊ 主な配付場所 ＊
財団各施設、市内小学校の全世帯（約1.1万部）、中学・高校・
大学等の教育機関、主な公共施設（渡島管内含む）、主要な場所
関係団体、理・美容院、コンビニエンスストア、喫茶および飲食店
映画館、ギャラリー　他

ご希望の発行月に掲載可能です。
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芸 術 ホ ー ル

芸術ホール  リハーサル室（フリールーム）

TEL 55−3521 FAX 55−3586

日●
平
成
27
年
2
月
・
平
成
27
年
3
月
の
芸
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ホ
ー
ル
の
状
況
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成
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月
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日
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・
13
日
㈮
は
、器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
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年
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月
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日
㈬
・
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日
㈭
は
、器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

曜 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

期日 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

●
平
成
２7
年
2
月
分
の
貸
館
受
付
は
2
月
1
日
㈯
午
前
9
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
催
し
物
は
、主
催
者
の
都
合
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
今
月
の
25
日
㈫
・
26
日
㈬
は
、器
材
点
検
日
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ハーモニー五稜郭
月2

函館大谷短期大学こども学科
フォローアップセミナー

函館大妻高等学校　家政科１年学習報告会

Ｍｕｓｉｃ  Ｆｌｉｇｈｔ  ２０１４

函館市文化団体協議会
☎ 54-7670

学校法人  太陽学院  太陽の子幼稚園
☎ 41-1929

芸術ホール  ギャラリー

14：00

10：30

13：30

15：00

14：00

10：00

18：45

13：30

12：30

12：30

13：30

9：30

14：00

16：30

12：00

15：30

18：00

16：00

21：05

15：50

14：30

16：00

16：00

11：30

15：30

第１５回函館市スクールバンド
「ジョイントコンサート」

函館大谷短期大学こども学科卒業研究発表会

２０１４ぶんだんジョイント ステージ

ハコダテライヴステージ五稜郭街舞台
ＳＰＥＣＩＡＬ ＬＩＶＥ！！

第５０回北海道管楽器個人コンクール・
第４５回北海道アンサンブルコンクール

函館演劇鑑賞会
劇団ＮＬＴ「ＯＨ!マイママ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

真宗大谷学園　三園合同音楽発表会

平成２５年度市民舞台芸術奨励事業
第１０回太鼓衆　踊り衆　雑木囃子 ２０１４
兼：北海道滑田鬼剱舞愛好会１７周年公演

ピアノ発表会

華っこフェスティバル

渡島桧山地区看護学校合同卒業記念講演会

入場料 500円
（小学生以上）

（当日受付可）

入場料 500円
中学生以下無料

（お茶席券300円）

入場料

会員のみ

500円
小学生以下無料

入場料 各日1,000円
（当日券のみ）

未就学児入場不可

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

関係者のみ

関係者のみ

期日 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

２０１４ぶんだんジョイントギャラリー展

関係者のみ

関係者のみ

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

10：00

9：00

18：00
3日17：00

18：00
13日17：00

19：00
21日15：00
18：00

23日17：00

10日13：00
9：00
13：00

21日10：00

12：00
9：30

18：00
15：00

太陽の子幼稚園　作品展示会
「ＴＨＥ ＥＡＲＴＨ」

地域連携公開ワークショップ 公立はこだて未来大学
情報デザインコース　平成２５年度卒業研究展示会

函館市小中学校児童生徒美術展

函館市スクールバンド ジョイントコンサート実行委員会
☎ 58-2847（東小・松浦）

函館大谷短期大学
☎ 51-1786

函館市文化団体協議会
☎ 54-7670

北海道吹奏楽連盟・朝日新聞社
☎ 011-222-3441

函館大谷短期大学
☎ 51-1786

函館大妻高等学校
☎ 52-1890

㈱ヤマハミュージックリテイリング函館店
☎ 52-2982

２０１４　ぶんだんジョイントステージ＆ジョイントギャラリー展

２０１４スプリング・コンサート
宮崎加奈古・菅原久仁義≪二人展≫～和の響き～

㈶函館市文化・スポーツ振興財団
☎ 55-3521（芸術ホール）

函館演劇鑑賞会
☎ 51-7376

学校法人　真宗大谷学園
☎ 54-2640（花園大谷幼稚園・長谷川）

鼓隆塾元流派
☎ 090-4872-4423（坂爪）

今井ピアノ教室・野村ピアノ教室
☎ 56-6113（今井）

認定こども園キッズサポート

くにのはな国の華幼稚園 ☎ 51-0738

北海道看護教育施設協議会渡島桧山地区会
☎ 43-2285

■ぶんだんジョイントギャラリー展
　ぶんだんフレンズ（土岐陽子）、函館華道連盟（華道
　家元池坊函館中央支部青年部、古流かたばみ会北海
　道支部、華道家元池坊函館支部、勅使河原和風会函
　館支部）、赤光社美術協会（大泉康子「アートルー
　ム」）、函館書藝社（市立函館高校文化部）
会　期  １月３０日㈭〜２月３日㈪
　　　　午前１０時〜午後６時 （最終日午後５時まで）
会　場　函館市芸術ホールギャラリー
入場料　無料
■ぶんだんジョイントステージ
　長唄杵家七七翔会、三国バレエ研究所、ぶんだんフ
　レンズ（中島百子）、ぶんだんフレンズ（齊藤咲榮子）、
　函館音楽協会（嶋田弦楽合奏団）、函館三曲協会（箏

9：40

16：00
（予定）

18：30
（予定）

①13：30
②16：00

①15：00
②17：30

12：00

㈶函館市文化・スポーツ振興財団
☎ 55-3521（芸術ホール）

入場料

北海道教育大学函館校  情報デザイン分野
☎ 27-7275（相田研究室）

公立はこだて未来大学 情報アーキテクチャ学科
情報デザインコース ☎ 34-6419（大学事務）

函館市美術教育研究会
☎ 57-1759（湯川小）

北海道教育大学函館校情報デザイン卒業制作・
大学院美術教育専修修士制作第5回デザイン・アート展

500円

入場料 一般　2,000円
学生　1,000円

中学生以下無料（要整理券）

　曲美音和会）、函館音楽協会（ピアノ・ヴォーカル教
　室 F a n t a s i a ）、イワセフラスタジオ、岡島緑バレ
　エスタジオ
会　場　函館市芸術ホール
日　時  ２月２日㈰午後２時
入場料　５００円（小学生以上）
■お茶席（抹茶席）「新春を寿ぐ」
○ぶんだんフレンズ（川原宗秀）/２月１日㈯
○ぶんだんフレンズ（小林宗亀）/２月２日㈰
時　間　午前１０時〜午後３時３０分
　　　　（受付は午後３時まで）
会　場　函館市芸術ホールギャラリー　　
料　金　お茶席券３００円（小学生以上）
問合せ　☎５４－７６７０（函館市文化団体協議会事務局）

19：30
（予定）

18：00
（予定）
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日 曜 催　　し　　物　　等 終 了 備　　考

歴史館展示室

小ホール

主　　催　　者 会 場 開 始

七飯男爵太鼓創作会
☎ 46-1137（今野）

七飯町役場　農林水産課
☎ 65-5793

七飯男爵太鼓創作会２０１４企画舞台
おとだまの道しるべⅡ～新しき朝に－啄木最期の旅に寄せて～
ウェーブネットおしま
「渡島まるごと美味いものフェスタ」

七飯町文化センター情報
TEL 66−2066　FAX 66−2070　URL：http://www.town.nanae.hokkaido.jp/education/category/378.html

日 曜 催　　し　　物　　等 終 了 備　　考

特別展示室

主　　催　　者 会 場 開 始

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

9

11

15

16

22

23

24

第１５回渡島児童生徒美術展

北斗市男女パートナーシップ２０１４

第３２回谷川小学校吹奏楽部定期演奏会

第１６回上磯小学校合唱部定期演奏会

ちょっと早めのスプリングコンサート

北斗市認知症市民セミナー

市収蔵絵画作品展　鵜川五郎～国内旅行シリーズ～

日

火

土

日

土

日

月

第１４回バンドフェスティバル２０１４

２０１４カワイこども・うた・音楽コンクール

大ホール

小ホール

大会議室

小ホール

大ホール

小ホール

小ホール

特別展示室

函館地区一般バンド連絡協議会
090-8908-3010（橋本）☎

渡島美術教育研究会
49-2840（浜分中学校  木村）☎

市民課
73-3111（内線113）☎

谷川小学校吹奏楽部
73-2070（谷川小学校 五十嵐）☎

上磯小学校合唱部
73-2062（上磯小学校 古屋）☎

作道音楽教室
46-0013（作道）☎

保健福祉課
73-3111（内線152）☎

社会教育課
74-2000☎

カワイ音楽教室函館事務所
52-2468（小沼）☎

13：00

9：50

9：00

10：00

13：30

13：30

14：30

13：30

9：00

15：30

20：30

12：00

16：00

16：00

21：00

15：30

19：00

北斗市総合文化センター情 報
TEL 74−2000　FAX 74−2074　http://www.city.hokuto.hokkaido.jp/modules/culture/content0005.html

富良野ＧＲＯＵＰ公演 ２０１４冬

マロース

人間の創造力―これはすばらしい。
それが少しだけ向きを変えれば、
自然は又みなさんに微笑みかける
作・演出　倉本　聰
出　演　富良野 GROUP
日　時　２月１２日㈬
　　　　午後７時　　　　　　　 
会　場　七飯町文化センター
　　　　パイオニアホール
料　金　一般　３,０００円
　　　　高校生以下１,５００円
　　　　（全席指定、当日５００円増）
問合せ　☎６６－２０６６（七飯町文化協会）

チェコ・フィル
ストリング・カルテット

これが聴きたい！アンコール！ベスト・ヒット２０！！
プログラム
　パッヘルベル / カノン
　シューベルト / アヴェ・マリア
　シューマン / トロイメライ
　ショパン / 小犬のワルツ
　サン＝サーンス / 白鳥　他
日　時　３月１日㈯午後２時　　　　　　　 
会　場　七飯町文化センターパイオニアホール
料　金　２,５００円（全席指定）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
問合せ　☎６６－２０６６
　　　　（七飯町文化協会）

入場無料

入場無料

（要申込）

※各回とも同じ内容の舞台を実施します。
16

23

日

日

※上記の催し物は主催者の都合により変更されることがあります。また、上記以外新たに追加される場合もありますので、ご了承ください

11：00

①15：00
②19：00

①17：00
②21：00

13：00

　三木露風は大正９年から４年間、トラピスト修道院に
滞在し、童謡「赤とんぼ」はトラピスト修道院と当別の雄
大な風景に育まれて誕生しました。
日　時　３月１６日㈰午後２時

会　場　北斗市総合文化センター　かなで〜る　大ホール
料　金　一般１,０００円　高校生以下５００円
　　　　（当日２００円増）
問合せ　☎７３－６３８１（熊本）

三木露風没後５０周年記念・永遠にあかるく音楽会　創作合唱劇　赤とんぼ

入場料 700円
小学生以下無料（招待券）

※2月17日まで

入場無料 ※3月7日まで

17：00
17日15：00
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14

金 森 ホ ー ル
TEL 23-0338

出店するお店
　みかづき工房ｗｉｔｈ
Ｓｍｉｌｉｎｇ*/ アンプ
ラドゥドリィ /ｇｒｉｓ
－ｇｒｉｓ/ マルシェル
マで、足もみたい。/ｃｏ
ｍｏｇｏｍｏ/ｓｔｕｄ
ｉｏ ｃｌａｙ ｎｏｔｅ/
ｃａｎｄｌｅ ｌｉＬｙ/
ｍｉｓｃ.＆ｓｔｕｄｉｏ
_b/ ホームサロンＬｉｎ
ｏ/ａｍｉｃｈｏｋｏ/Ｓ
ＵＱ＋/ｓｔｕｄｉｏ Ａｇａｔａ/ 牧 野 潤＆ＫＵＬＯ/
㈱エヌ・ハーベスト /Ｌｏｎｇｗａｌｋ＆ｍａｇｎｏｌ
ｉａ/ カラーセラピーサロン・クルール / 陶希 濱田啓
塑 /Ｎｕｐｐｕ/Ｐｕｒｅｓｉｓ＆ｍａｇｎｉｆｉｃｏ
☆ｅ/ｍａｒｙ ｍａｒｔ/ シゼントトモニイキルコト /
ｎｕ：ｕｍ/Ｑｕｅｕｅ/ 手作り絵本工房ののか /ａｃｃ
ｏｍｍｏｄｅ/ 手づくり市 /ｃｉｎｎａｍｏｎ ｒａｉｓ
ｉｎ＋/ おやつ工房 /ｔｏｍｂｏｌｏ/Ｃａｆｅ＆Ｄｅｌ
ｉ ＭＡＲＵＳＥＮ/ マル天 /ｃｏｉｎｇ/ＣＯ-ＨＡＲＵ-
ＣＡＦＥ（小春日和）/ ネハナ / リュウセイ命運鑑定 / エ
ンジェルサロンＲｏｃｏｃｏ
時　間　午前１１時〜午後５時
料　金　入場無料
問合せ　☎２２−６１６７（ＳＵＱ＋）

　講師による初心者ワンポイ
ントレッスンに参加された方
や来場された方に金森赤レン
ガ倉庫内で利用出来るクーポ
ンチケットのプレゼントがあ
ります。
開　演　午後５時３０分
料　金　入場無料（要整理券）
定　員　８０名
問合せ　☎２７−５５３０　
　　　　（金森赤レンガ倉庫）

～EVERGREEN～　
　全国ＦＭステーション人
気ＤＪセレクトによる珠玉
の名曲をフラプラ色でカ
バーする贅沢な一夜。
開　演　午後６時
料　金　５,０００円
　　　　（全席自由）
問合せ　☎２３−０３３８
　　　　（金森ホール）

2/1㈯～2㈰ マルシェルマ

2/8㈯～9㈰　２０１４はこだて冬フェスティバル第２９回チャリティー茶会
時　間　午前１０時〜午後４時
料　金　うす茶券５００円（お菓子付き）
問合せ　☎５３−９５０２（オオタカ函館）

2/14㈮ 一夜限りのダンスホール
社交舞踏倶楽部

2/23㈰ Ｆｒｉｅｄ Ｐｒｉｄｅ Ｔｏｕｒ ２０１４
ＣＤ発売Ｔｏｕr「eve rg reen」＠函館

●街角ラジオペーパー「いるかＰＲＥＳＳ」２０１４冬号発行
　ＦＭいるかのタイムテーブル付き季刊「いるかＰＲＥ
ＳＳ」２０１４冬号が
発行となり各所に配布
中です。今号も内容満
載です。ぜひお手にとっ
てご覧下さい。
冬号の主な記事
　・２０１４年 1 月〜
　　３月タイムテーブ
　　ル（番組表）
　・特集 1 冬はほっこ
　　り温泉気分
　・パーソナリティコ
　　ラム
　・クラシック名曲紹
　　介
　・特 集 ２ イ マ、函 館
　　のシバイがアツイ！
　・函館ぶらり街なか散歩　等
部　数　２万部
配布場所　函館市内近郊の公共施設、コンビニエンス
　　　　　ストア協力店、飲食店・ショップ協力店、
　　　　　ガソリンスタンド協力店、各スポーツ施設、
　　　　　ホール、病院・歯科医院、CD 店、書店、
　　　　　ＦＭいるかスタジオ他
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････
〒040-0054　函館市元町 18-11 
TEL23-3500（留守番電話）　FAX23-3100
Ｅメール　 807@fmiruka.co.jp
ＵＲＬ　　 http://www.fmiruka.co.jp

●函館山サッポロビール寄席
出　演　林家たい平
＝出演者プロフィール＝
　１９６４年埼玉県
秩父生まれ。武蔵野
美術大学造形学部卒
業後、林家こん平師
匠に入門。２０００
年真打昇進。ＮＨＫ新
人演芸コンクール優
秀賞、国立演芸場主
宰　花形演芸大賞銀
賞など数多くの賞を
受賞。現在、ＮＨＫ教
育『ど〜す る？地 球
のあした』ナビゲー
ターほかＴＶ番組レ
ギュラー出演多数。
　２００４年１２月から日本テレビの人気長寿番組「笑
点」の大喜利メンバー。
日　時　3 月 10 日㈪午後６時３０分
　　　　※午後８時３０分頃終了
料　金　３ ,５００円（ロープウェイ往復搭乗料、サッ
　　　　ポロビール商品のお土産付）
定　員　１６０名
チケット取扱　松柏堂プレイガイド
　　　　　　　函館山ロープウェイ山麓駅
問合せ　☎２７－３７００（ＦＭいるか）

函館山ロープウェイ
FMいるか

ＴＥＬ２３−６２８８クレモナホール
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●
A
c
o
u
s
t
i
c 

N
i
g
h
t 

V
o
l.
82

出
演　

タ
ッ
カ
、
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
、
み
っ
ち
ー
、

　
　
　

m
○
k
a

日
時　

２
月
2
日
㈰
午
後
7
時
30
分

料
金　
　

1
０
０
０
円　

 
1
５
０
０
円

●「
G
O
R
I
G
O
R
I 

C
A
R
N
I
V
A
L
!
」

出
演　

ゆ
り
な
、
ペ
チ
コ
ー
ト
レ
ー
ン
、

　
　
　

ド
ー
ベ
ル
マ
ン
、
ザ
・
エ
ビ
ス
タ
ー
ズ

日
時　

２
月
９
日
㈰
午
後
6
時

料
金　
　

5
0
0
円　

 

8
0
0
円

●
78
企
画
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

日
時　

２
月
11
日
㈫

※
詳
細
未
定

●
こ
ど
も
作
戦
企
画
L
i
v
e

日
時　

２
月
22
日
㈯

※
詳
細
未
定

●
L
i
v
e 

C
o
m
p
l
e
x 

V
o
l.
62

出
演　

A
、
T
h
e 

S
h
o
t
、

　
　
　

T
R
A
N
Q
U
I
L
I
Z
E
R
、
他

日
時　

２
月
23
日
㈰
午
後
7
時
30
分

料
金　
　

1
０
０
０
円　

 

1
５
０
０
円

●
悩
み
を
話
し
て
、
聞
い
て
、
こ
こ
ろ
を
整
理

　

オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト「
離
婚
と
Ｄ
Ｖ
の
話
」

日
時　

3
月
10
日
㈪
午
後
1
時
30
分

相
談
料　

無
料

定
員　

10
名　

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性

申
込
み　

2
月
12
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
直
接

　
　
　
　

ま
た
は
電
話
で

●
こ
こ
ろ
を
軽
く
す
る
「
心
理
学
入
門
講
座
」

日
時　

3
月
10
日
㈪
午
後
6
時
30
分

受
講
料　

無
料

定
員　

50
名　

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
男
女

申
込
み　

2
月
7
日
㈮
午
後
6
時
か
ら
直
接

　
　
　
　

ま
た
は
電
話
で

●
土
曜
ぷ
ち
サ
ロ
ン

○
絵
本
・
紙
芝
居

日
時　

第
１
・
３
・
５
土
曜
日
午
後
1
時

○
親
子
リ
ズ
ム
遊
び

日
時　

第
２
土
曜
日
午
後
1
時

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時　

第
4
土
曜
日
午
後
1
時

料
金　

2
0
0
円

申
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で

対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
・
働
く
女
性
の
悩
み
相
談

日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日　

午
前
10
時

　
　
　

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
後
6
時
30
分

対
象　

市
民

申
込
み　

電
話
で

市
　
内
　
文
　
化
　
情
　
報

当

前

当

前

当

前

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ

案
内
人　

寺
田
麗
子

日
時　
2
月
1
日
、
15
日
の
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

参
加
費　

5
0
0
円

●
げ
ん
き
d
e
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師　

水
谷
眞
貴
子

日
時　
2
月
6
日
、
20
日
の
木
曜
日
午
後
1
時
30
分

参
加
費　

6
0
0
円

●
一
閑
張
り
体
験
講
座

講
師　

田
辺
三
知
子

日
時　

2
月
8
日
㈯
午
前
10
時

受
講
料　

1
0
0
0
円

●
歌
い
つ
づ
け
て

講
師　

寺
田
麗
子

日
時　
2
月
12
日
、
19
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
30
分

参
加
費　

6
0
0
円

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ

講
師　

中
澤
道
子︵
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
︶

日
時　

2
月
18
日
、
25
日
の
火
曜
日
午
前
10
時

参
加
費　

午
前
・
午
後
券　

各
7
0
0
円
︵
お
茶
付
︶

　
　
　
　

一
日
券
1
5
0
0
円
︵
お
茶
・
ラ
ン
チ
付
︶

●
薬
膳
料
理

講
師　

林
幸
子
︵
料
理
教
室　

林
︶

日
時　

2
月
18
日
㈫
午
前
10
時
30
分

参
加
費　

3
5
0
0
円
︵
材
料
費
込
︶

●
プ
ロ
に
学
ぶ
「
に
ぎ
り
寿
司
」

講
師　

吉
田
勉
︵
函
館
国
際
ホ
テ
ル
和
食
料
理
長
︶

日
時　

2
月
20
日
㈭
午
前
10
時

受
講
料　

2
6
2
5
円

●
か
ま
く
ら
！
ア
イ
ス
！
冬
の
探
検
隊

日
時　
2
月
8
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
9
日
㈰
12
時

場
所　

大
沼
ふ
る
さ
と
の
森
自
然
学
校

参
加
費　

4
5
0
0
円

定
員　

50
名

対
象　

小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生

申
込
締
切　

2
月
6
日
㈭

●
な
ち
ゅ
ら
す
・
お
店
屋
さ
ん

日
時　

2
月
9
日
㈰
午
前
8
時
30
分

場
所　

函
館
市
熱
帯
植
物
園

参
加
費　

2
0
0
0
円

定
員　

5
名

対
象　

5
歳
〜
中
学
3
年
生
︵
会
員
の
み
︶

申
込
締
切　

2
月
7
日
㈮

○
マ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

　

1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
じ
ん
じ
ん

　

1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
武
士
の
献
立

　

1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

　

1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

　

1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
四
十
九
日
の
レ
シ
ピ

　

2
月
1
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
麦
子
さ
ん
と

　

2
月
8
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
人
類
資
金

　

2
月
8
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
燦
燦

　

2
月
15
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
楽
隊
の
う
さ
ぎ

　

2
月
15
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ジ
、
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
、
ス
キ
ヤ
キ

　

2
月
15
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
く
じ
け
な
い
で

　

2
月
22
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ウ
ォ
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー

　

2
月
22
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ル
パ
ン
三
世
Ｖ
Ｓ
名
探
偵
コ
ナ
ン
（
ア
ニ
メ
）

　

12
月
7
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
プ
レ
ー
ン
ズ（
ア
ニ
メ
）

　

12
月
21
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
永
遠
の
０

　

12
月
21
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ト
リ
ッ
ク
劇
場
版　

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

　

1
月
11
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
エ
ン
ダ
ー
の
ゲ
ー
ム

　

1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
黒
執
事

　

1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
47
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

　

1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
劇
場
版
Ｂ
Ａ
Ｄ 

Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ 

J

　

̶

最
後
に
守
る
も
の

̶

　

1
月
25
日
㈯
〜
2
月
6
日
㈭
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
抱
き
し
め
た
い
ー
真
実
の
物
語
―

　

2
月
1
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
マ
イ
テ
ィ
・
ソ
ー
／
ダ
ー
ク
・
ワ
ー
ル
ド

　

2
月
1
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ゼ
ロ
・
グ
ラ
ビ
テ
ィ

　

2
月
8
日
㈯
〜
2
月
27
日
㈭
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ラ
ッ
シ
ュ
／
プ
ラ
イ
ド
と
友
情
（
Ｐ
Ｇ
12
）

　

2
月
7
日
㈮
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
土
竜
（
モ
グ
ラ
）
の
唄

　

潜
入
捜
査
官
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

　

2
月
15
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
カ
ノ
ジ
ョ
は
嘘
を
愛
し
す
ぎ
て
る

　

2
月
15
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
劇
場
版
H
U
N
T
E
R
×
H
U
N
T
E
R

　

T
h
e 

L
A
S
T 

M
I
S
S
I
O
N（
ア
ニ
メ
）

　

2
月
22
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ホ
ビ
ッ
ト　

竜
に
奪
わ
れ
た
王
国

　

2
月
28
日
㈮
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

■
シ
ー
ニ
ッ
ク
ｄ
ｅ
ナ
イ
ト

　

2
0
1
3

－

2
0
1
4

日
時　

2
月
1
日
㈯
午
後
4
時

会
場　

函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

︵
臼
尻
町
5
5
1
︱
1
︶

問
合
せ　

25
︱
2
0
3
0
︵
同
セ
ン
タ
ー
︶

■
函
館
市
中
央
図
書
館　

郷
土
の
歴
史
講
座

　

道
南
の
美
術　

現
代
ま
で
／
か
ら

講
師　

大
下
智
一

　
　
　

︵
北
海
道
立
函
館
美
術
館
主
任
学
芸
員
︶

日
時　

2
月
8
日
㈯
午
後
2
時

会
場　

函
館
市
中
央
図
書
館
︵
五
稜
郭
町
26
︱
1
︶

参
加
費　

無
料

定
員　

１
５
０
名

問
合
せ　

35
︱
6
8
0
1
︵
同
館
︶

■
ゲ
ツ
レ
イ
シ
書
房
の
棚
卸
し
音
楽
会

　

額
縁
の
ワ
ル
ツ

日
時　

2
月
11
日
㈫
①
午
後
1
時
②
午
後
7
時

会
場　

C
a
f
e 

& 

D
e
l
i 

　
　
　

M
A
R
U
S
E
N
︵
大
手
町
5
︱
10
︶

料
金　
　

2
5
0
0
円 　

3
0
0
0
円

定
員　

各
50
名

問
合
せ　

85
︱
8
5
4
5
︵
同
店
︶

■
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

講
師　

本
間
あ
づ
み

　
　
　

︵
本
間
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
代
表
︶

日
時　

2
月
14
日
㈮
午
後
6
時
30
分

会
場　

函
館
市
中
央
図
書
館
︵
五
稜
郭
町
26
︱
1
︶

参
加
費　

無
料

定
員　

80
名

問
合
せ　

21
︱
3
4
7
0
︵
函
館
市
市
民
部
市
民
・

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
課
︶

■
竹
田
優
太
郎
名
古
屋
芸
大
進
学
記
念
壮
行

　

ラ
イ
ヴ

出
演　

竹
田
優
太
郎
︵
g
︶

賛
助
出
演　

左
信
悟
︵
g
︶
他

日
時　

2
月
15
日
㈯
午
後
4
時

会
場　

ジ
ャ
ズ
カ
フ
ェ
リ
ヨ
ン
︵
北
美
原
1
︱
4
︶

料
金　

無
料
︵
要
注
文
︶

問
合
せ　
52
︱
4
5
1
4
︵
函
館
ギ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
︶

■
平
成
25
年
度
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
会

日
時　

2
月
16
日
㈰
午
後
1
時

会
場　

函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

︵
臼
尻
町
5
5
1
︱
1
︶

参
加
費　

無
料
︵
前
日
ま
で
に
申
込
み
要
︶

申
込
み　

25
︱
2
0
3
0
︵
同
セ
ン
タ
ー
︶

■
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
ロ
シ
ア
民
謡
を

　

ロ
シ
ア
語
で
V
o
l.
17

講
師　

引
地
桂
子
︵
ソ
プ
ラ
ノ
︶

日
時　

2
月
17
日
㈪
午
前
10
時

会
場　

茶
房　

櫻
の
下
︵
乃
木
町
2
︱
20
︶

受
講
料　

1
5
0
0
円
︵
1
d
r
付
︶

問
合
せ　

27
︱
9
5
5
7

　
　
　
　

︵
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶

■
ラ
ン
チ
と
共
に
楽
し
む
午
後
の
音
楽
会
Ⅱ

　
「
白
鳥
の
湖
」

出
演　

引
地
桂
子
︵
ソ
プ
ラ
ノ
︶

　
　
　

高
橋
セ
リ
カ
︵
P
f
︶

日
時　

2
月
23
日
㈰
12
時

会
場　

ブ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
︵
七
飯
町
大
川
6
︱
12
︶

料
金　

3
8
0
0
円

定
員　

25
席
︵
要
予
約
︶

予
約　

66
︱
3
0
0
5
︵
同
店
︶

■
教
育
音
楽
ぐ
る
ー
ぷ
ど
る
ち
ぇ

　

は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な

　

つ
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し

　

ょ
う
〜

講
師　

細
谷
悦
子
︵
日
本
演
奏
連
盟
会
員
︶

日
時　

2
月
25
日
㈫
午
後
1
時
30
分

会
場　

青
年
セ
ン
タ
ー
︵
千
代
台
町
27
︱
5
︶

参
加
費　

5
0
0
円

申
込
み　

31
︱
3
3
8
5
︵
大
原
︶

■
函
館
市
温
暖
化
防
止
市
民
講
座

　

地
球
温
暖
化
講
演
会

　
「
将
来
も
地
元
の
お
い
し
い
お
米
で
い
か
刺
し

　

を
食
べ
ら
れ
る
の
か
？
」

講
師　

安
部
俊
司

　
　
　

︵
札
幌
管
区
気
象
台
地
球
温
暖
化
情
報
官
︶

日
時　

3
月
1
日
㈯
午
後
1
時
30
分

会
場　

函
館
市
中
央
図
書
館
︵
五
稜
郭
町
26
︱
1
︶

料
金　

無
料

定
員　

1
5
0
名
︵
事
前
予
約
有
︶

問
合
せ　

46
︱
2
2
1
1
︵
函
館
地
方
気
象
台
︶

函
館
市
女
性
セ
ン
タ
ー

東
川
町
11
ｌ
12

☎
23
ｌ
4
1
8
8

N
P
O
法
人﹁
N
A
T
U
R
A
S
﹂
☎
22
ｌ
0
9
9
0

函
館
Y
W
C
A

松
陰
町
1
ｌ
12

☎
51
ｌ
5
2
6
2

シ
ネ
マ
ア
イ
リ
ス

本
町
22
ｌ
11

☎
31
ｌ
6
7
6
1

シ
ネ
マ
太
陽
函
館

松
風
町
2
ｌ
8

☎
22
ｌ
2
0
2
1

あ
う
ん
堂
ホ
ー
ル

松
風
町
８
ｌ
６

☎
22
ｌ
６
３
６
０

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意

　

函
館
の
様
々
な
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
々
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
美
し
い
四
季
の
魅
力
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
す
る
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

　

一
年
で
一
番
寒
さ
の
厳
し
い
季
節

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。そ
れ
ゆ
え
、
空

気
が
一
段
と
澄
み
、
街
の
風
景
が
キ

ラ
キ
ラ
と
一
層
輝
き
を
増
す
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
冬
だ
か
ら
こ
そ
楽
し

め
る
函
館
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
！ 

寒
さ
に
負
け
ず
外
に
出
て
、
も
っ
と

こ
の
季
節
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

当

前
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RELAY  TALK-MY  FAVORITE  THING

「常に挑戦」

250
（TEAM DECORATOR 代表）

まつ づか え つ み

松塚　江津美

　

お
店
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
や
売
り

場
な
ど
を
商
品
が
売

れ
る
よ
う
に
飾
り
た

い
。
綺
麗
に
飾
っ
て
、

街
行
く
人
々
が
立
ち

止
ま
り
ド
キ
ド
キ
す

る
よ
う
な
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
し
て
み
た
い
。

そ
こ
か
ら
が
私
の
デ

コ
レ
ー
タ
ー
人
生
の

始
ま
り
で
し
た
。
そ

の
後
は
東
京
へ
行
き

専
門
学
校
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
経
て
フ

リ
ー
と
な
り
、
活
躍

し
て
い
る
先
輩
達
に

助
け
ら
れ
て
は
色
々

な
現
場
に
出
向
い
た

事
を
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

帰
函
後
デ
パ
ー
ト
や
展
示
会
、
専
門

店
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
他
の
デ
コ
レ
ー
タ
ー
の

方
達
と
も
様
々
な
現
場
で
お
仕
事
を

し
て
、
今
で
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
数

年
前
に
﹃
函
館
デ
コ
レ
ー
タ
ー
ズ
俱

楽
部
﹄
を
立
ち
上
げ
て
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

数
十
年
経
験
が
あ
っ
て
も
い
つ
も

勉
強
の
繰
返
し
で
こ
こ
ま
で
来
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は

手
書
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
替
わ
り
、

そ
こ
か
ら
徐
々
に
ペ
ー
パ
ー
ア
イ
テ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
の
お
仕
事
も
頂
き
、

造
花
を
使
う
だ
け
で
は
物
足
り
な
く

な
り
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

習
い
生
花
の
良
さ
を
知
り
取
り
入
れ

て
み
た
り
と
気
付
い
て
み
れ
ば
色
ん

「棒二ディスプレイ」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
函
館
生
ま
れ 

バ
レ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
デ
ィ
ズ
プ
レ
イ
科
卒
業  

N
F
D
︵
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
︶

　
　
　
　
　
　
　

1
級
取
得  

N
F
D
講
師
取
得 

ア
ー
ト
ク
レ
イ
シ
ル
バ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
取
得  

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
取
得

函館生活記
異国での日々

238「住みやすい函館」

リム ハナ
（オーストラリア）

北海道教育大学函館校留学生

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
両
親

は
韓
国
人
で
、
私
は
国
籍
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
だ
け
ど
、
顔
は
ア
ジ
ア
人

で
す
。
高
校
生
の
時
に
日
本
語
を
必

修
科
目
と
し
て
勉
強
し
始
め
、
日
本

語
を
勉
強
し
つ
つ
、
日
本
の
文
化
も

勉
強
し
、
日
本
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
大
学
に

入
っ
て
も
日
本
語
を
勉
強
し
続
け

よ
う
と
思
い
、
今
は
函
館
ま
で
来

て
留
学
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

2
0
1
3
年
3
月
末
に
函
館
に
来

て
、
す
で
に
９
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
９
ヶ
月
の
間
に
人
生
で
初
め

て
の
経
験
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の

中
で
い
く
つ
か
を
言
え
ば
、
美
し
い

自
然
を
見
た
こ
と
︵
五
稜
郭
公
園
の

花
見
、
香
雪
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

紅
葉
、
真
っ
白
に
な
っ
た
函
館
の
初

雪
の
日
な
ど
︶
、
自
転
車
に
乗
っ
た
こ

と
、
一
人
暮
ら
し
を
し
た
こ
と
、
ス
ー

プ
カ
レ
ー
を
食
べ
た
こ
と
で
す
。
都

会
的
な
シ
ド
ニ
ー
と
は
違
っ
て
、
函

館
で
は
の
ん
び
り
と
し
た
生
活
が
で

き
ま
し
た
。
私
は
散
歩
が
好
き
で
、
家

の
近
く
に
き
れ
い
な
五
稜
郭
公
園
が

あ
っ
た
の
で
、
散
歩
に
行
き
や
す
く
、

と
て
も
心
が
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ら

な
事
に
寄
道
を
し
て
来
ま
し
た
が
私

に
は
ど
れ
も
す
べ
て
必
要
な
寄
道

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
な
に
学

生
の
頃
は
勉
強
が
大
嫌
い
だ
っ
た
の

に
︵
笑
︶と
思
う
こ
と
も
…
。

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
と
て
も
面
白
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
だ
ハ
ン
ガ
ー
に

掛
け
て
い
る
だ
け
の
無
表
情
な
商
品

で
も
飾
る
事
で
様
々
な
表
情
を
出
す

事
が
出
来
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る

技
法
だ
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
も
色
々
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
日
々
挑
戦
! !

　

次
回
は
、
ロ
リ
ポ
ッ
プ
代
表
の
手
代

森
捺
音
子
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま

す
。

の
こ
と
は
、
お
金
で
買
え
な
い
経
験

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

函
館
に
い
る
間
英
会
話
教
室
の
バ

イ
ト
も
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

実
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
将
来
小
学
校

の
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
バ
イ
ト
を
し
て
将
来
の
仕

事
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
ま
た
日
本

に
来
て
英
語
の
先
生
に
な
ろ
う
か
な

と
思
い
始
め
ま
し
た
。
子
供
の
生
徒

た
ち
も
大
人
の
生
徒
た
ち
も
皆
が
心

が
広
く
優
し
く
て
、
仲
良
く
な
り
や

す
く
本
当
に
良
い
授
業
の
時
間
を
過

ご
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

函
館
は
温
か
い
人
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
将
来
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

函
館
に
ま
た
来
た
い
で
す
。
函
館
は

私
に
と
っ
て
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
な

り
ま
し
た
。
函
館
の
皆
、
ま
た
会
い
ま

し
ょ
う
！
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ワンタッチ狙いのスパイク

　

今
回
は
、

 

”
戦
略
思
考  

“
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
を 

”

そ
の
気  

“
に
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
サ
ー
・
ワ
ー

ド
氏
は
﹁
凡
庸
な
教
師
は
し
ゃ
べ
る
。

よ
い
教
師
は
説
明
す
る
。
優
れ
た
教

師
は
示
す
。
偉
大
な
教
師
は
心
に
火

を
つ
け
る
。﹂
と
話
さ
れ
た
そ
う
で

す
。教
師
自
身
が
燃
え
る
こ
と
で
、
生

徒
を
燃
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
言
う
の
で
す
。指
導
者
は 

”
で
き

る
主
義  

“
よ
り 

”
こ
れ
だ
け
主
義  

“
の

指
導
を
し
た
方
が
、
選
手
た
ち
も
目

標
が
明
確
に
な
り
、

 

”
や
る
気  

“
が
出

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
使
え
る
リ

ソ
ー
ス
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
如
何
に
効
率
よ
く
使
う
こ
と
が
で

き
る
か
が
鍵
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。﹁
い
い
選
手
が
い
な
い
。
練
習
場

所
が
な
い
。
練
習
時
間
が
短
い
。
資
金

が
な
い
…
。﹂
と
、
無
い
物
ね
だ
り
を

し
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

F
・
W
・
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
氏
は
、

必
勝
す
る
た
め
に
は
敵
の
３
倍
の
力

で
戦
う
こ
と
だ
と
﹃
三
一
の
法
則
﹄
を

唱
え
て
い
ま
す
。
桶
狭
間
の
戦
い
で

織
田
信
長
が
二
千
と
い
う
少
な
い
兵

力
で
二
万
五
千
の
兵
力
を
誇
る
今
川

義
元
を
破
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま

当
て
は
ま
る
事
例
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
物
量
的
に
勝
て
な
い
相
手
で
も
、

局
地
戦
に
持
ち
込
め
ば
勝
て
る
可
能

性
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
弱
者
の
基
本
戦
略
は
ゲ
リ
ラ
戦

な
の
で
す
。難
し
い
の
は
、
時
間
を
掛

け
ず
に
一
気
に
敵
を
攻
め
な
け
れ

ば 

”
倍
返
し  

“
さ
れ
て
し
ま
う
羽
目

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
戦
略
の
定
石
と
し
て
、

敵
の
弱
み
に
つ
け
込
む
こ
と
は
当
然

で
す
。
練
習
試
合
等
で
敵
の
ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
を
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
し

て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
時
と
し

て
、

 

”
セ
オ
リ
ー  

“
を
無
視
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。人
は
、
自
分
が

得
た
も
の
は
捨
て
た
が
ら
な
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
あ
え
て 

”
捨
て
る
勇

気   

”
複
雑
さ
を
捨
て
単
純
に
す
る

勇
気  

“
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　

”常
識  

“
と
は
、
普
通
、
一
般
人
が

持
ち
、
ま
た
持
っ
て
い
る
知
識
の
こ

と
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は 

”常
識

を
捨
て
る  

“
こ
と
が
、
チ
ー
ム
に

と
っ
て
は
現
状
打
破
の
契
機
に
な
る

こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
百

戦
錬
磨
の
指
導
者
率
い
る
チ
ー
ム
と

対
戦
す
る
時
に
は
、
こ
の
こ
と
を
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
私
は
、
平
成
元

年
の
﹁
は
ま
な
す
国
体
﹂
道
大
会
で
こ

の
戦
略
を
実
践
し
ま
し
た
。
孫
子
の

兵
法
25
計
﹃
偸
梁
換
柱
﹄
を
私
な
り
に

解
釈
し
生
徒
へ
伝
え
ま
し
た
。”
敵
は

本
校
の
チ
ー
ム
が
両
エ
ー
ス
中
心
で

他
の
ア
タ
ッ
カ
ー
が
打
つ
確
率
は
低

い
と
考
え
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
レ

シ
ー
ブ
布
陣
を
採
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
。
こ
こ
は
両
エ
ー
ス
︵
柱
︶
を
囮

に
使
い
、
他
の
ア
タ
ッ
カ
ー
︵
梁
︶
に

ボ
ー
ル
を
集
め
ろ  

“
見
事
１
セ
ッ
ト

目
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
２
セ
ッ
ト
目

以
降
は
縺
れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
綻
び
が
出
て
惨
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
指
導
者
は
、”
選
手
は
誰
か
に

教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
で
き
な
い  

“
こ
と
を
認
識
し

て
お
く
べ
き
で
す
。

山　田　伸　二
やま だ じしん

昭
和
32
年
函
館
市
生
ま
れ

函
館
東
高
等
学
校
卒
業
。
神
奈
川
大
学
法

学
部
法
律
学
科
卒
業
。
函
館
大
学
付
属
有

斗
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、
平
成
23
年
よ

り
函
館
大
学
付
属
柏
稜
高
等
学
校
長
。

北
海
道
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事

函
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
B
級
審
判
員

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

山田先生のスポーツコラム 

「戦略思考」
第５回

函館大学付属柏稜高等学校長

　

今
回
は
、
12
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮

の
４
日
間
、
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

で
行
わ
れ
た
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室

に
参
加
し
た
木
庭
颯
斗
く
ん
で
す
。

函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
は
毎
年
冬
期

に
函
館
市
営
競
輪
場
内
に
開
設
さ

れ
、12
月
、1
月
に
は
各
種
教
室
も
行

な
わ
れ
ま
す
。今
年
度
は
2
月
11
日

㈫
ま
で
営
業
し
ま
す
。

ぼ く の
わたしの 体 験 記

89

柏野小学校３年生
こ とはやば

木庭　颯斗
初心者スケート教室に参加する木庭くん

冬のスポーツに挑戦

　

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
都

合
で
、
こ
の
春
に
、
福
岡
か
ら
転
校

し
て
き
ま
し
た
。
函
館
は
、
寒
く
て

び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
ス
ケ
ー
ト
も

雪
遊
び
も
出
来
て
、
楽
し
い
で
す
。

　

よ
う
ち
園
の
時
は
、
青
森
に
い
た

の
で
、
ス
ケ
ー
ト
は
や
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
け
ど
、
福
岡
で
は
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
函
館
に
来
て
、
久
し

ぶ
り
に
す
べ
り
ま
し
た
。
教
室
に

通
っ
て
、
さ
い
し
ょ
は
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
前

よ
り
も
ス
ケ
ー
ト
が
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
お
父
さ
ん
や
、
お
姉

ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
よ
り
ス
ケ
ー
ト
が

上
手
な
の
で
、
早
く
追
い
つ
け
る
よ

う
に
、
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

ス
ケ
ー
ト
が
出
来
る
と
、
学
校
の

友
だ
ち
や
、
少
年
団
の
野
球
チ
ー
ム

の
な
か
ま
と
、
ス
ケ
ー
ト
の
話
が
も

り
上
が
る
の
で
、
う
れ
し
い
で
す
。

　

学
校
で
は
、
先
生
や
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
が
、
函
館
の
色
々
な
こ
と
を
、

教
え
て
く
れ
て
、﹁
函
館
の
人
は
と

て
も
や
さ
し
い
な
あ
﹂
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
ス
ケ
ー
ト
の
ほ
か
に
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
ち
ょ
う
せ
ん
し

ま
す
。
函
館
に
い
る
間
に
、
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
た
い

で
す
。
色
ん
な
こ
と
に
ち
ょ
う
せ
ん

し
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
父
さ

ん
み
た
い
に
何
で
も
出
来
る
、
か
っ

こ
い
い
パ
パ
に
な
り
た
い
で
す
。
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○
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
・
テ
ス
ト

日
程　

2
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰

会
場　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
ス
キ
ー
場

○
ス
キ
ー
一
般
級
別
講
習
・
テ
ス
ト

日
程　

2
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰

会
場　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
ス
キ
ー
場

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ナ
イ
タ
ー
講
習
&

　

テ
ス
ト

日
程　

2
月
5
日
㈬

会
場　

ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
般
級
別
テ
ス
ト

日
程　

2
月
2
日
㈰
・
23
日
㈰

会
場　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
ス
キ
ー
場

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
般
級
別
テ
ス
ト

日
程　

2
月
9
日
㈰

会
場　

ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場

○
第
71
回
道
南
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

日
程　

2
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

会
場　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場

○
第
17
回
函
館
ス
キ
ー
連
盟
杯
争
奪

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
大
会

日
程　

2
月
23
日
㈰

会
場　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場

○
第
50
回
青
函
対
抗
ス
キ
ー
大
会　

　
（
函
館
大
会
）
函
館
選
手
募
集

日
程　

3
月
2
日
㈰

会
場　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場

募
集
人
数　

女
子
4
名

　
　
　
　
　

男
子
は
9
部
門
に
各
4
名

締
切　

2
月
11
日
㈫

問
合
せ　

☎
51
|
4
3
2
4︵
近
藤
︶

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
会

　

指
導
者
研
修
会

日
程　

2
月
2
日
㈰

会
場　

亀
田
公
民
館

スポーツ

市　内

情　報

○
如
月
射
会

日
程　

2
月
16
日
㈰

○
イ
ン
ド
ア
月
例
会

日
程　

2
月
16
日
㈰

会
場　

レ
ン
ジ
平
川

○
イ
ン
ド
ア
記
録
会

日
程　

2
月
23
日
㈰

会
場　

レ
ン
ジ
平
川

○
新
榮
杯
函
館
地
区
小
学
生
大
会

日
程　

2
月
8
日
㈯
・
９
日
㈰

会
場　

市
内
各
小
学
校

○
小
学
生
教
室
6
年
生
強
化
練
習
会

日
程　

2
月
16
日
㈰

会
場　

市
内
各
小
学
校

○
第
6
回
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
第
2
ラ
ウ
ン
ド
）

日
程　

2
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

会
場　

市
内
近
郊
・
市
内
各
中
学
校

　
　
　

体
育
館

函
館
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会☎

２３
ｌ
１
８
４
７

函
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会☎

32
ｌ
7
7
0
3

千
代
台
公
園
弓
道
場

千
代
台
２７
ｌ
8

☎
53
ｌ
4
3
2
2

函
館
ス
キ
ー
連
盟

☎
51
|
4
3
2
4

函
館
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

☎
41
ｌ
1
3
3
2

（
桐
花
中
学
校
内
）

函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団☎

43
ｌ
0
7
3
6

　

テ
ニ
ス
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
か
？

　

勝
っ
た
と
き
の
喜
び
や
上
達
す
る

こ
と
が
、
自
分
で
分
か
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

テ
ニ
ス
の
練
習
の
中
で
工
夫
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

　

今
年
は
部
長
を
し
た
の
で
、
チ
ー

ム
で
勝
ち
た
か
っ
た
の
で
チ
ー
ム
を

ま
と
め
た
り
、
底
上
げ
を
心
掛
け
ま

し
た
。

　

ど
ん
な
タ
イ
プ
の
テ
ニ
ス
を
し
ま

す
か
？

　

超
攻
撃
型
で
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

使
っ
て
い
ま
す
か
？

　

特
に
用
具
に
は
こ
だ
わ
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
使
い
慣
れ
た
も
の
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ッ
ト
の
強
度
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
？

　

業
者
に
依
頼
し
、
標
準
の
張
り
に

し
て
い
ま
す
。

　

試
合
の
前
に
、
何
か
特
別
な
こ
と

を
し
ま
す
か
？

　

一
人
に
な
り
、
集
中
力
を
高
め
て

い
ま
す
。

　

目
標
と
す
る
選
手
は
誰
で
す
か
？

　

錦
織
圭
選
手
で
す
。

　

将
来
は
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
つ
く
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
で
す
。

　

今
、一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
は
、ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

　

大
学
受
験
で
す
。

　

テ
ニ
ス
を
す
る
上
で
、
特
に
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

親
や
周
り
の
協
力
が
あ
っ
て
テ
ニ

ス
が
で
き
る
の
で
、
日
常
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

勉
強
と
テ
ニ
ス
の
両
立
は
ど
の
よ

う
に
し
ま
し
た
か
？

　

高
一
の
時
は
大
変
で
し
た
が
、
テ

ニ
ス
を
し
た
い
気
持
ち
か
ら
、
勉
強

へ
の
集
中
力
を
高
め
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

コ
ー
ト
の
面
の
種
類
を
選
ぶ
方
で

す
か
？

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
攻
撃
型
な

の
で
速
い
コ
ー
ト
が
良
い
で
す
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
は
？

　

今
年
の
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

決
勝
で
、
宿
敵
に
勝
っ
て
優
勝
し
た

試
合
で
す
。

　

テ
ニ
ス
と
食
事
の
関
係
を
考
え
ま

す
か
？

　

炭
酸
入
り
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
も

の
、
ス
ナ
ッ
ク
も
の
は
避
け
て
い
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
人
は
ど
な
た
で
す
か
？

　

父
親
で
す
。︵
テ
ニ
ス
の
師
匠
で
も

あ
る
︶

　

家
族
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
人
は
い
ま
す
か
？

　

父
親
と
兄
が
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま

す
。

　

テ
ニ
ス
が
自
分
の
生
活
で
活
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

負
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

悔
し
さ
が
沸
き
ま
し
た
が
そ
れ
を
乗

り
越
え
る
精
神
力
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
目

標
の
達
成
と
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

明日に羽ばたく
若きアスリートたち

92

テニス
（平成２５年度　全国高校総体、全日本ジュニアテニス選手権大会、国体に出場）

　

今
年
度
の
大
会
に
出
場
す
る
に
あ

た
っ
て
の
目
標
は
何
で
し
た
か
？

　

ジ
ュ
ニ
ア
最
後
の
年
だ
っ
た
の

で
、結
果
を
出
す
こ
と
で
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
て
み
て
の
感
想
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
テ
ニ
ス
が
、
北
海
道
以
外

で
も
通
用
す
る
手
応
え
を
感
じ
ま
し

た
。

　

テ
ニ
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
時

期
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
３
年
生
頃
に
父
親
の
勧
め

で
始
め
ま
し
た
。

　

練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？

　

ラ
ケ
ッ
ト
で
三
時
間
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
一
時
間
位
を
毎
日
し
ま
す
。 函館ラ・サール高校３年

秋　葉　颯　樹
あき きさつは
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◎
石
川
啄
木
直
筆
資
料
展

　
「
明
治
40
年
9
月
の
書
簡
（
札
幌
）

　

よ
り
」

期
間　

4
月
9
日
㈬
ま
で

◎
特
別
企
画

　

朗
読
で
綴
る
函
館
の
文
学　
　
　

　

v
o
l.
9

　
「『
海
峡
の
光
』辻
仁
成
作
」

　

第
1
1
6
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
こ

の
作
品
に
は
、
函
館
を
舞
台
に
、
い
じ
め

る
側
と
い
じ
め
ら
れ
る
側
だ
っ
た
二
人
の

男
の
再
会
と
葛
藤
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
船
の
最
後
の
航
海
や
大
門
の

夜
の
描
写
な
ど
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
中

に
も
緊
密
な
文
体
の
辻
仁
成
の
世
界

を
、朗
読
と
写
真
で
綴
り
ま
す
。

朗
読　

朗
読
研
究﹁
雪
の
会
﹂

日
時　

2
月
22
日
㈯
午
後
2
時　

参
加
費　

無
料

定
員　

50
名

申
込
み　

電
話
で

※
第
６
回
文
学
の
夕
べ
「
啄
木
の
リ
ズ

　

ム
」中
止
の
お
知
ら
せ

　

２
月
１
日
㈯
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
第
６
回
文
学
の
夕
べ
は
講
師
の

都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
方
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

プール

市　民

☎52−7452

北
方
民
族
資
料
館

☎
２２
ｌ
４
１
２
８

館
内
整
理
日　

2
月
12
日
㈬

文学館
☎22−9014
館内整理日／２月13日㈭

体育館

市　民

☎57−3141
器材点検日／2月19日㈬20日㈭

◎
第
8
回
市
民
水
泳
教
室

日
時　

2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の　

　
　
　

火
・
金
曜
日︵
全
10
回
︶

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

受
講
料　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

午
前
の
部　

40
名︵
申
込
順
︶

         

午
後
の
部　

20
名︵
申
込
順
︶

申
込
み　
１
月
24
日
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
8
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム

日
時　

2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の　

　
　
　

火
・
金
曜
日︵
全
10
回
︶

　
　
　

12
時
〜
午
後
１
時
30
分

受
講
料　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

50
名︵
申
込
順
︶

申
込
み　
１
月
24
日
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
8
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室

日
時　

2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の　

　
　
　

火
・
金
曜
日︵
全
10
回
︶

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

受
講
料　
5
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
１
月
24
日
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
４
回
ロ
ン
グ
50
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時　

２
月
10
日
〜
３
月
24
日
の

　
　
　

月
曜
日
︵
全
６
回
︶

　
　
　

12
時
〜
午
後
１
時
15
分

受
講
料　
2
8
8
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈪

◎
第
４
回
少
年
少
女
４
泳
法
マ
ス
タ
ー

　
コ
ー
ス

日
時　

２
月
16
日
〜
３
月
30
日
の

　
　
　

日
曜
日
︵
全
7
回
︶

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

受
講
料　
1
4
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員　

20
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
１
月
12
日
㈰
〜
２
月
９
日
㈰

◎
第
８
回
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳

　

教
室（
第
１
部
・
第
２
部
）

日
時　

２
月
22
日
〜
３
月
23
日
の　

　
　
　

土
・
日
曜
日
︵
全
10
回
︶

第
１
部 
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

第
２
部 
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

受
講
料　
2
0
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

小
学
生

定
員　

各
50
名
︵
申
込
順
︶　

申
込
み　
２
月
１
日
㈯
〜
２
月
15
日
㈯

◎
第
８
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室　

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）

日
時　

２
月
24
日
〜
３
月
27
日
の　

　
　
　

月
・
木
曜
日
︵
全
９
回
︶

昼
の
部　

12
時
〜
午
後
１
時
15
分

夜
の
部　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
45
分

受
講
料　
4
3
2
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

昼
の
部　

50
名
︵
申
込
順
︶

　
　
　

夜
の
部　

20
名
︵
申
込
順
︶

器材点検日／2月17日㈪28日㈮

申
込
み　
２
月
6
日
㈭
〜
２
月
20
日
㈭

◎
第
8
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳
教
室

日
時　

２
月
24
日
〜
３
月
27
日
の　

　
　
　

月
・
木
曜
日
︵
全
９
回
︶　
　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

受
講
料　
4
3
2
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

20
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
２
月
6
日
㈭
〜
２
月
20
日
㈭

◎
第
8
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ
ー

　
コ
ー
ス

日
時　

２
月
26
日
〜
３
月
26
日
の　

　
　
　

月
・
水
曜
日︵
全
８
回
︶

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

受
講
料　
3
8
4
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

30
名︵
申
込
順
︶

申
込
み　
２
月
10
日
㈪
〜
２
月
24
日
㈪                                            

◎
第
５
回
専
科
コ
ー
ス

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）

日
時　

3
月
１
日
〜
３
月
29
日
の

　
　
　

土
曜
日︵
全
５
回
︶

　
　
　

12
時
〜
午
後
１
時
30
分

受
講
料　
2
4
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
２
月
１
日
㈯
〜
２
月
22
日
㈯

◎
第
５
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時　

3
月
１
日
〜
３
月
29
日
の

　
　
　

土
曜
日︵
全
５
回
︶

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

受
講
料　
2
4
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象　

満
18
歳
以
上

定
員　

20
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み　
２
月
１
日
㈯
〜
２
月
22
日
㈯

■
器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
限

　

50
m
プ
ー
ル

○
函
館
地
区
ジ
ュニ
ア
水
泳
競
技
会

日
時　

２
月
２
日
㈰
午
後
１
時
ま
で

一
般
開
放　

午
後
２
時
予
定　
　

お
詫
び
と
訂
正

○
本
誌
１
月
号
の
金
森
商
船
様
の
広

　

告
掲
載
の
際
、
誤
っ
て
12
月
号
の

　

ま
ま
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

　

よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
平
成
26
年
度
﹁
公
会
堂
コ
ン
サ
ー

　

ト
﹂日
程
調
整
会
議
の
訂
正

　

誤
／
２
月
４
日
㈭

　

正
／
２
月
４
日
㈫

◎
平
成
25
年
度　

市
民
体
力
テ
ス
ト
会

　

自
分
の
体
力
を
過
信
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

日
時　

2
月
2
日
㈰
午
前
9
時

参
加
料　

無
料　

定
員　

80
名

対
象　

16
歳
以
上
の
函
館
市
民

申
込
み　

1
月
10
日
㈮
〜
25
日
㈯
ま

　
　
　
　

で
電
話
及
び
F
A
X
で
市

　
　
　
　

民
体
育
館
へ
お
申
込
み
く

　
　
　
　

だ
さ
い
。
定
員
に
満
た
な

　
　
　
　

い
場
合
、
当
日
も
受
け
付

　
　
　
　

け
い
た
し
ま
す
。

※
各
教
室
、開
講
は
７
名
以
上
で
す
。

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

　

８
時
ま
で
で
す
。

※
お
電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま

　

せ
ん
。



卓球・バドミントン
バレーボール

月
市 　 民 　 体 　 育 　 館

平
成
26
年
2
月
１
日
発
行　

発
行
所
／
財
団
法
人
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団　

住
所
／
〒
０
４
２
｜
０
９
３
２　

函
館
市
湯
川
町
１
丁
目
32
番
１
号　

電
話
／
57
|
3
１
１
１
（
函
館
市
民
会
館
）
無
料　

印
刷
／
㈱
プ
リ
ン
ト
ハ
ウ
ス

TEL 57−3141

※下記の事項については、原稿締め切り日までの部分について記載されているもので、その後の大会等の申込みについては、体育館の
　ロビーに掲示してお知らせ致します。なお、当館の都合により変更される場合があります。
※「ランニングデッキ・競技場ギャラリー」の△印は15時45分まで利用ができます。

◎競技場の午前・午後は、Ａ面が卓球・バドミントン、Ｂ面がニュースポーツの利用ができます。夜間は設定種目でご利用ください。
　また、第１体育室は、卓球・バスケットボールが利用できます。なお、第１体育室の× 印はスポーツ教室・大会利用等のため使用できませんのでご注意ください。
◎高校生の夜間利用は、生徒手帳を窓口に提示してください。なお、小中学生の夜間利用は、保護者の同伴が必要です。
◎館内は土足を禁じておりますので、必ず運動靴をご用意ください。
◎競技場半面をスポーツ教室等で専用使用するときは、マイク・CD 等を使用する場合がありますことを予めご了承ください。

FAX 57−31422

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

日 曜
競　　　　　　　　　　技　　　　　　　　　　場 第１体育室

午前 午後 午後夜間 午前 夜間午　前（ 9：00〜12：00） 午　後（13：00〜16：30） 夜　間（17：30〜22：00）

ランニングデッ
キ・ギャラリー

器 　 　 材 　 　 点 　 　 検 　 　 日

器 　 　 材 　 　 点 　 　 検 　 　 日

室 内 ダ ブ ル ス 選 手 権 大 会 （ 硬 式 テ ニ ス ）

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

フットサル海峡リーグ

第９回全道自治体職員
フットサル大会南ブロック

卓球・バドミントン
硬式テニス

卓球・バドミントン・新体操・バトン
ソフトテニス

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
硬式テニス

卓球・バドミントン・新体操・バトン
ソフトテニス

卓球・バドミントン・新体操・バトン
ソフトテニス

全面

全面

全面

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケバスケ

バスケ

バスケ

バスケ

×

バスケ

バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球

スポーツ
教室

バスケ
15:45まで

スポーツ
教室

スポーツ
教室

スポーツ
教室

スポーツ
教室

バスケ
15:45まで

バスケバスケ
バスケ

15:45まで

卓球 卓球
卓球

バスケ

卓球 卓球
卓球

バスケ

卓球

バスケスポーツ
教室

卓球

卓球

バスケ

×

×

×

バスケ

×

×

×

×

×

×

卓球 卓球
バスケ

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

※休館日 … 2 月１９日㈬・２０日㈭（器材点検日）

市 民 体 力 テ ス ト

パ イ ン ク ラ ブ B T 月 例 大 会

ナ イ ス ミ ド ル テ ニ ス ク ラ ブ

南 北 海 道 高 等 学 校 選 抜 イ ン ド ア ソ フ ト テ ニ ス 大 会 全面

南 北 海 道 高 等 学 校 選 抜 イ ン ド ア ソ フ ト テ ニ ス 大 会 全面

コ パ ・ カ ナ リ ア 　 フ ッ ト サ ル 大 会

レ バ ン ガ 北 海 道 Ｖ Ｓ
和 歌 山 ト ラ イ ア ン ズ 準 備

全面Ｎ Ｂ Ｌ ２ ０ １ ３ － ２ ０ １ ４ 　 レ バ ン ガ 北 海 道 Ｖ Ｓ 和 歌 山 ト ラ イ ア ン ズ 準 備

全面Ｎ Ｂ Ｌ ２ ０ １ ３ － ２ ０ １ ４ 　 レ バ ン ガ 北 海 道 Ｖ Ｓ 和 歌 山 ト ラ イ ア ン ズ

全面Ｎ Ｂ Ｌ ２ ０ １ ３ － ２ ０ １ ４ 　 レ バ ン ガ 北 海 道 Ｖ Ｓ 和 歌 山 ト ラ イ ア ン ズ

全面

全面 室 内 ダ ブ ル ス 選 手 権 大 会 （ 硬 式 テ ニ ス ）

Ｂ面

む つ み ク ラ ブ B面

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
硬式テニス

卓球・バドミントン　社会体育振興会
ニュースポーツ

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
ニュースポーツ

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
ニュースポーツ

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

卓球・バトントワリング・新体操
フットサル

卓球・バドミントン
バレーボール

×

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

△

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

全面

第 ９ 回 全 道 自 治 体 職 員 フ ッ ト サ ル 大 会 南 ブ ロ ッ ク 全面

全面

全面

フ レ ン ド テ ニ ス ク ラ ブ Ｂ面

シ ニ ア 同 好 会 Ｂ面

函 館 コ ス モ ソ フ ト テ ニ ス 大 会 Ｂ面

レ デ ィ ー ス イ ン ド ア ソ フ ト テ ニ ス 大 会

全面第 ９ 回 全 道 自 治 体 職 員 フ ッ ト サ ル 大 会 南 ブ ロ ッ ク

卓球・バドミントン・クラブ連合
ク ラ ブ 連 合

A面
B面

卓 球 ・ ク ラ ブ 連 合
ニ ュ ー ス ポ ー ツ

A面
B面

卓球・バドミントン・クラブ連合
ク ラ ブ 連 合

A面
B面

B面

卓 球 ・ ク ラ ブ 連 合
ニ ュ ー ス ポ ー ツ

A面
B面

卓球・バドミントン・クラブ連合
ク ラ ブ 連 合

A面
B面

卓 球 ・ ク ラ ブ 連 合
ニ ュ ー ス ポ ー ツ

A面
B面

函館ソフトテニスベテランクラブ B面

S教室（Sスポーツ・Ｊ室内サッカー13：30〜17：15） B面

卓球・バトントワリング・新体操
フットサル

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
バレーボール

Ａ面
Ｂ面

卓球　社会体育振興会
ソフトテニス
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